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「令和６年度使用義務教育諸学校（小学校）の教科用図書（文部科学大臣の検定を経た
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〈文部科学大臣の検定を経た教科用図書一覧〉 

発行者 
書名 

使用 

学年 
判型 ページ数 

番号 略称 

2 東書 新編 あたらしい こくご 一上 
１ 

Ｂ５ １４６ 

新編 あたらしい こくご 一下 Ｂ５ １７４ 

新編 新しい 国語 二上 
２ 

Ｂ５ １６２ 

新編 新しい 国語 二下 Ｂ５ １７０ 

新編 新しい国語 三上 
３ 

Ｂ５ １７０ 

新編 新しい国語 三下 Ｂ５ １７２ 

新編 新しい国語 四上 
４ 

Ｂ５ １７０ 

新編 新しい国語 四下 Ｂ５ １６２ 

新編 新しい国語 五 ５ Ｂ５ ２９８ 

新編 新しい国語 六 ６ Ｂ５ ２９８ 

17 教出 ひろがることば しょうがくこくご 一上 
１ 

Ｂ５ １３７ 

ひろがることば しょうがくこくご 一下 Ｂ５ １７７ 

ひろがることば 小学国語 二上 
２ 

Ｂ５ １６５ 

ひろがることば 小学国語 二下 Ｂ５ １６９ 

ひろがる言葉 小学国語 三上 
３ 

Ｂ５ １６５ 

ひろがる言葉 小学国語 三下 Ｂ５ １６１ 

ひろがる言葉 小学国語 四上 
４ 

Ｂ５ １７７ 

ひろがる言葉 小学国語 四下 Ｂ５ １７１ 

ひろがる言葉 小学国語 五上 
５ 

Ｂ５ １６１ 

ひろがる言葉 小学国語 五下 Ｂ５ １８５ 

ひろがる言葉 小学国語 六上 
６ 

Ｂ５ １６１ 

ひろがる言葉 小学国語 六下 Ｂ５ １６９ 

38 光村 こくご一上 かざぐるま 
１ 

Ｂ５ １３３ 

こくご一下 ともだち Ｂ５ １４０ 

こくご二上 たんぽぽ 
２ 

Ｂ５ １６４ 

こくご二下 赤とんぼ Ｂ５ １６８ 

国語三上 わかば 
３ 

Ｂ５ １６４ 

国語三下 あおぞら Ｂ５ １６８ 

国語四上 かがやき 
４ 

Ｂ５ １６０ 

国語四下 はばたき Ｂ５ １７６ 

国語五 銀河 ５ Ｂ５ ２９４ 

国語六 創造 ６ Ｂ５ ３１２ 
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種目名（  国語  ） 

項
目 

観 点 の 具 体 2 東書 新編 新しい国語 

(1) 
内
容 
の 
特
徴 
・ 
表 
現 

① 国語で正確に理解し適切に表現することに
向けた基礎的・基本的な知識及び技能の確
実な定着を図るために、教材や学習活動が
どのように取り上げられているか。 

 
 

① 単元のはじめに「思い出そう」という二次元コード
があり、既習の「言葉の力」が紹介されている。第
1 学年では、促音の学習において、一音一文字と促
音が記号で示されており、手をたたく動作の絵や動
画に関する二次元コードが紹介されている。 

 

② 国語の知識及び技能を活用し、自ら考え、
判断し、表現する力を育むために、教材や
学習活動がどのように取り上げられている
か。 

 
 

② 第２学年以上で、読み比べて考えるための教材が
取り上げられている。「読むこと」で学んだ情報の
扱い方を生かして「書くこと」に取り組めるよう
に「読むこと」と「書くこと」の間に「情報のと
びら」が掲載されている。 

 

③ 主体的に学習に取り組む態度を養うととも
に、補充的な学習や発展的な学習、家庭で
の自主的な学習が促されるために、教材や
学習活動がどのように取り上げられてい
るか。 

 

③ 全領域の単元冒頭において、学ぶ内容が「言葉の
力」で示され、「見通す」では、どのような学習活
動をどういった手順で進めていくのかが示されて
いる。言葉の使い方や漢字の学習では、二次元コ
ードで練習問題ができるようになっている。 

 

④ 言語能力や情報活用能力、問題発見・解決
能力、現代的な諸課題に対応して求められ
る資質・能力を育成することができる活動
の内容がどのように取り上げられている
か。 

 

④ デジタルノートの作り方が巻頭に見開きで示さ
れ、二次元コードが設定されている。また、巻末
には二次元コードから学習に役立つ資料を紹介
した「デジタル資料を活用しよう」が掲載されて
いる。 

 

⑤ 伝統的な言語文化や言葉の由来や変化等に
ついて理解を深め、尊重する態度を育てる
とともに、他国を尊重し、国際理解や協調
に寄与する態度を養うことができる活動の
内容がどのように取り上げられているか。 

  

⑤ 第１学年では「だじゃれ」、第２学年では「へんし
んことば」「はさみことば」が、第４学年では、「百
人一首」のかるた遊びが示されている。第６学年
の「古典芸能への招待状」では能や狂言、歌舞伎
についての解説が掲載されている。  

  

(2) 
構 
成 
・ 
配 
列 
及 
び 
分 
量 
等 

 内容が系統的に構成され、学習を効果的に
進めるために適切な配列であり、全体の分
量及びその配分や表記が指導上適切である
ことや、表紙、目次、巻頭・巻末の資料、
挿絵、写真、レイアウトその他使用上の便
宜について、どのような特徴があるか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 第４学年まで上下巻２分冊であり、第５学年からは
合本で構成されている。第２学年下巻まで分かち書
きで記載されている。領域を示すマークが高学年は
青、中学年は緑、第２学年は赤でページ横端中央付
近に付けられている。巻末に各学年で学習する織り
込みページ「言葉の力」が掲載されている。 
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種目名（  国語  ） 

項
目 

観 点 の 具 体 17 教出 ひろがる言葉 小学国語 

(1) 
内
容 
の 
特
徴 
・ 
表 
現 

① 国語で正確に理解し適切に表現することに
向けた基礎的・基本的な知識及び技能の確
実な定着を図るために、教材や学習活動が
どのように取り上げられているか。 

 
 

① 全学年において、「読むこと」の単元末に「言葉を
ふやそう」が示され、教材文に関連のある語句や
語句を使った作文の課題が示されている。また、
巻末に「言葉の木」として、カテゴリーごとに語
句が例示されている。 

 

② 国語の知識及び技能を活用し、自ら考え、
判断し、表現する力を育むために、教材や
学習活動がどのように取り上げられている
か。 

 
 

② 読むことの「学習のてびき」の次ページに「言葉」
を位置づけ、読みを深めるために着目する言葉が
示されている。キャラクターが学習の仕方や何を
考えていくのかを示していたり、登場人物の発言
によって学び方を例示したりしている。 

 

③ 主体的に学習に取り組む態度を養うととも
に、補充的な学習や発展的な学習、家庭で
の自主的な学習が促されるために、教材や
学習活動がどのように取り上げられてい
るか。 

 

③ 第３・５学年の「漢字の広場」では「漢字学習ノ
ート」のつくり方が示されている。巻末の「ひろ
がる言葉」では、各領域の学習で何を学んだか、
それが他教科や生活の中のどのようなことに生か
せるのかを考える活動が示されている。 

 

④ 言語能力や情報活用能力、問題発見・解決
能力、現代的な諸課題に対応して求められ
る資質・能力を育成することができる活動
の内容がどのように取り上げられている
か。 

 

④ 第３～５学年にタブレット端末を活用して取材を
したり、資料を作成して発表に活かしたりするな
ど、活動が挿絵ともに例示されている。ＳＤＧｓ
に関連のある内容であることが、巻頭の各学年の
学習内容一覧に示されている。 

 

⑤ 伝統的な言語文化や言葉の由来や変化等に
ついて理解を深め、尊重する態度を育てる
とともに、他国を尊重し、国際理解や協調
に寄与する態度を養うことができる活動の
内容がどのように取り上げられているか。 

  

⑤ 「月」のつく言葉、「鳥」が出てくる言葉等や「雨」
に関わる言葉等が紹介されている。第６学年では
「坊ちゃん」「杜子春」が紹介され、時代によって
変化したり使われなくなったりした言葉を調べ、
考えたことを書く活動が示されている。 

 

(2) 
構 
成 
・ 
配 
列 
及 
び 
分 
量 
等 

 内容が系統的に構成され、学習を効果的に
進めるために適切な配列であり、全体の分
量及びその配分や表記が指導上適切である
ことや、表紙、目次、巻頭・巻末の資料、
挿絵、写真、レイアウトその他使用上の便
宜について、どのような特徴があるか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 上下巻２分冊構成で、第２学年上巻前半まで分か
ち書きで掲載されている。巻頭には領域ごとの学
習内容を示した箇所の上部に学んだことを生かせ
る場面が提示されている。領域に応じてページの
上部やサイドに「読むこと」は赤色、「書くこと」
は青色等で色の帯が引かれている。 
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種目名（  国語  ） 

38 光村 国語 
38 光村 国語 

① 「言葉について考えよう」という単元が第２学年
以上で設定されており、言葉の使い方における具
体的な問題場面が提示されている。第２学年以上
の教科書において「季節の言葉（春・夏・秋・冬）」
が見開きページで取り上げられている。 

 

① 巻頭の「学習の見通しをもとう」では教材ごとに
つけたい力が示されている。また、「思考の地図」
の折り込みページで様々な思考法が紹介されてい
る。「読むこと」の学習のための観点が各教材末の
「学習の窓」に示され、巻末の「学習を 

② 第２学年以上の「読むこと」の最後の単元では、「選
んで読み深めよう」を設け、選択して取り組む課
題が提示されている。第３学年以上の説明的文章
の最初の単元では、次の教材の読みに活かすため
の練習教材が取り入れられている。 

 

② 情報活用能力の育成のために、各学年に「情報社
会を生きる」の単元と「情報整理のレッスン」「思
考のレッスン」の教材が取り上げられている。巻
末の資料に「情報と情報の関係」「情報整理の方法」
として、情報の扱い方が 

③ 主に「話すこと・聞くこと」「書くこと」の単元で、
言語活動のポイントとともに、他に大事だと思っ
たことを尋ねる吹き出しが示されている。第２学
年以上で気付きやニュース、新しく知った言葉等
を日々記録に残す活動が示されている。 

 

③ 巻末の「学習を振り返ろう」では、「読む」「話す・
聞く」「書く」の領域別に、「問題に取り組み、身
につけた力を確認する」という発展問題が掲載さ
れている。「読書」では、本の一部を紹介した後、
「続きはこちら」という紹介コーナーにより、読
書を促うに構成 

④ 図を使った情報の整理の仕方を巻末に示し、この
内容と関連付けた学習活動が各単元に設定されて
いる。第２学年以上で国語科の特質に応じた問題
発見・解決のプロセスが巻頭に示され、各領域の
学習の進め方が本項と関連付けられている。 

 

④ 言語活動の最後に「つなぐ」が設けられ、「日常生
活・学校生活・将来」という内容項目で、活用場
面が具体的に示されている。実生活につなげるた
めに、第３学年では、広告、取扱説明書、パンフ
レットなどの、実用的な文章を読んで生活に生か
すという活動が設定され 

⑤ 第３学年の「俳句を楽しもう」では、五音と七音
の組み合わせを探す活動が示されている。第６学
年では、「柿山伏」の一場面を音読したり、ふりを
付け演じたりする活動が示されている。第５学年
で、国際協力に関する本が紹介されている。 

 

⑤ 古典の学習では、全学年「音読を楽しもう」が設
けられている。第１学年では、初めに「いろは歌」
が取り上げられている。また「古典の世界」とし
て、現代につながる古典作品の歴史が、中国の古
典作品も含めた年表として掲載され、３年間の見
通しが示 

 第４学年までは上下巻２分冊構成で、第２学年上
巻前半までは分かち書きで記載されている。目次
を第１学年下巻は４ページ、第２学年と中学年は
３ページ、高学年は６ページで示されている。全
学年巻頭に、学習のポイントを示す印や、高学年
は、学習ページのつくりについて示されている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 全学年、表紙裏には詩の背景を含め４ページにわ
たり、風景写真が掲載されている。巻末のページ
には、時や色、季節を表す伝統的な言葉が取り上
げられている。教材などの学習を進める上で、参
考となる資料の二次元コードが、関連する箇所に
載せられている。 
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「令和６年度使用義務教育諸学校（小学校）の教科用図書（文部科学大臣の検定を経た

教科用図書）研究資料」 
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〈文部科学大臣の検定を経た教科用図書一覧〉 

発行者 
書名 

使用 

学年 
判型 ページ数 

番号 略称 

2 東書 新編 あたらしい しょしゃ 一 １ Ｂ５変型  ５２ 

新編 新しい しょしゃ 二 ２ Ｂ５変型  ４８ 

新編 新しい 書写 三 ３ Ｂ５変型  ５８ 

新編 新しい 書写 四 ４ Ｂ５変型  ５４ 

新編 新しい 書写 五 ５ Ｂ５変型  ５４ 

新編 新しい 書写 六 ６ Ｂ５変型  ５４ 

17 教出 しょうがく しょしゃ 一ねん １ Ｂ５  ５２ 

小学 しょしゃ 二年 ２ Ｂ５  ４４ 

小学 書写 三年 ３ Ｂ５  ６２ 

小学 書写 四年 ４ Ｂ５  ６２ 

小学 書写 五年 ５ Ｂ５  ５４ 

小学 書写 六年 ６ Ｂ５  ５４ 

38 光村 しょしゃ 一ねん １ Ｂ５変型  ５２ 

しょしゃ 二年 ２ Ｂ５変型  ４４ 

書写 三年 ３ Ｂ５変型  ６６ 

書写 四年 ４ Ｂ５変型  ５４ 

書写 五年 ５ Ｂ５変型  ５０ 

書写 六年 ６ Ｂ５変型  ５８ 
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種目名（  書写  ） 

項
目 

観 点 の 具 体 2 東書 新編 新しい 書写 

(1) 
内 
容 
の 
特
徴 
・ 
表 
現 

① 姿勢・筆記具の持ち方、点画や一文字の書
き方、筆順等、基礎的・基本的な知識及び
技能の確実な定着を図るために、教材や学
習活動がどのように取り上げられてい
るか。 

 

① 第１・２学年では、姿勢を意識するための「しょ
しゃたいそう」が掲載されている。また、左利き
用の鉛筆の持ち方や紙の押さえ方の写真が実物大
で示されている。第４～６学年の巻頭には、毛筆
での点画の名前と書き方が示されている。 

 

② 知識及び技能を活用しながら、自ら考え、
判断し、表現する力を育むために、教材や
学習活動がどのように取り上げられてい
るか。 

 

 

② 学習のポイントが「書写のかぎ」として示され、
書字の技能を身に付けることができるように構成
されている。全学年の巻末には自分で選んで活用
できるように、これまで学習した「書写のかぎ」
が一覧で示されている。 

 

③ 主体的に学習に取り組む態度を養うととも
に、補充的な学習や発展的な学習、家庭で
の自主的な学習が促されるために、教材や
学習活動がどのように取り上げられてい
るか。 

 

③ その時間のめあてについて話し合う場が多く設定
されている。第２学年以上の裏表紙には、文字等
にどのような思いが込められているかが「文字と
いっしょに」として示されている。資料動画のあ
る単元には、全学年二次元コードが示されている。 

 

④ 表現する力を育む言語活動や情報活用能
力、問題発見・解決能力を育成することが
できる活動の内容がどのように取り上げら
れているか。 

 

 

④ 各学年で、記録の仕方やノートの書き方が示され
ている。第６学年では書く速さや配列を意識した
書き方（二次元コード）が取り上げられている。
第２～６学年までの表紙裏の頁が「おかしな～」
というシリーズで、書写に関する問題発見・解決
能力を育成する内容になっている。 

 

 

⑤ 伝統的な言語文化について理解を深め、尊
重する態度を育てるとともに、他国を尊重
し国際社会の平和と発展に寄与する態度を
養うことができる活動の内容がどのように
取り上げられているか。 

 

  

⑤ 第１学年で漢字の由来、第２学年で「いろは歌」、
第３学年で「俳句」、第４学年で「俳句」と「百人
一首」、第５学年で「俳句」「竹取物語」「おくのほ
そ道」「枕草子」、第６学年で「漢詩」「論語」「日
本の文字の歴史」が取り上げられている。また、
第３学年以降で「ローマ字表」、第５学年で「世界
の文字いろいろ」、第６学年で「外国を紹介するた
めのポスターの書き方」が示されている。 

  

(2) 
構 

成 

・ 

配 

列 

及 

び 

分 

量 

等 

 内容が系統的に構成され、学習を効果的に
進めるために適切な配列であり、全体の分
量及びその配分や表記が指導上適切である
ことや、表紙、目次、巻頭・巻末の資料、
挿絵、写真、レイアウトその他使用上の便
宜について、どのような特徴があるか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第１・２学年は３～４単元、第３～６学年は８～
９単元で構成されている。第３～６学年の書き初
めのページでは、教材を実物の大きさで示すこと
ができるよう、B５を横に広げる変型判で構成され
ている。第３～６学年の表紙裏には、内容を系統
的に示すインデックスが掲載されている。第１・
２学年には、水書用紙が付属されている。 
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種目名（  書写  ） 

項
目 

観 点 の 具 体 17 教出 小学 書写 

(1) 
内 
容 
の 
特
徴 
・ 
表 
現 

① 姿勢・筆記具の持ち方、点画や一文字の書
き方、筆順等、基礎的・基本的な知識及び
技能の確実な定着を図るために、教材や学
習活動がどのように取り上げられてい
るか。 

 

① 第１・２学年で「よいしせいのあいことば」「えん
ぴつのもちかたのあいことば」が示されている。
第１・２学年で鉛筆の運動等の練習のために水書
用紙を使ったり体を動かしたりする「しょしゃの
体そう」が示されている。 

 

② 知識及び技能を活用しながら、自ら考え、
判断し、表現する力を育むために、教材や
学習活動がどのように取り上げられてい
るか。 

 

② 第１学年では、形が似ている平仮名と片仮名が取
り上げられている。第２・４学年では、話し合う
ときなど書写で使う言葉が一覧に示されている。
第５学年の巻頭には、運筆を撮影し合って書き方
を確かめる方法が紹介されている。 

 

③ 主体的に学習に取り組む態度を養うととも
に、補充的な学習や発展的な学習、家庭で
の自主的な学習が促されるために、教材や
学習活動がどのように取り上げられてい
るか。 

 

③ 第５・６学年の巻頭では、自分のめあてに合わせた
練習をするために、練習用紙の作り方が掲載されて
いる。動画・ワークシート・資料のある単元には、
全学年二次元コードが示されている。第６学年で
は、中学校で学ぶ行書について紹介されている。 

 

④ 表現する力を育む言語活動や情報活用能
力、問題発見・解決能力を育成することが
できる活動の内容がどのように取り上げら
れているか。 

 

 

 

④ 「レッツ・トライ」というテーマで、学習した書
き方を各教科や普段の生活で生かして表現する力
を伸ばす内容が取り上げられている。第５学年で
は目的に合った書く速さや読み手を意識した書き
方、第６学年では、読みやすさを考えたリーフレ
ットの書き方等が取り上げられている。 

 

 

⑤ 伝統的な言語文化について理解を深め、尊
重する態度を育てるとともに、他国を尊重
し国際社会の平和と発展に寄与する態度を
養うことができる活動の内容がどのように
取り上げられているか。 

 

  

⑤ 第３学年で「俳句」「漢字の成り立ち」、第４学年
で「短歌」「かるた」、第５学年で「竹取物語」「平
仮名のもとになる漢字」、第６学年で「俳句」「枕
草子」「日本のもじの由来や歴史」が取り上げられ
ている。また、第３学年で「ローマ字表」、第５学
年で「世界のこんにちは」、第６学年で「世界の書
く」というテーマで海外の授業の様子や教科書が
取り上げられている。 

 

(2) 
構 

成 

・ 

配 

列 

及 

び 

分 

量 

等 

 内容が系統的に構成され、学習を効果的に
進めるために適切な配列であり、全体の分
量及びその配分や表記が指導上適切である
ことや、表紙、目次、巻頭・巻末の資料、
挿絵、写真、レイアウトその他使用上の便
宜について、どのような特徴があるか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第１・２学年は３～４単元、第３～５学年は８～
９単元、第６学年は６単元で構成されている。全
学年で裏表紙に「えん筆の持ち方」が掲載されて
いる。第１・２学年の巻末に水書用紙が付属され
ている。第２～６学年の目次には、その学年で学
習することが一覧で示されている。 
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種目名（  書写  ） 

38 光村 書写 
38 光村 国語 

① 第１学年の巻頭には、いい姿勢を維持し集中して書
くための身体を整える「しょしゃたいそう」が示さ
れている。「じをかくしせい」に加えて「たぶれっ
とをつかうしせい」も示されている。「えんぴつの
もちかた」が実物大の写真と言葉で示されている。 

 

① 巻頭の「学習の見通しをもとう」では教材ごとに
つけたい力が示されている。また、「思考の地図」
の折り込みページで様々な思考法が紹介されてい
る。「読むこと」の学習のための観点が各教材末の
「学習の窓」に示され、巻末の「学習を広げる」
編の「学習の窓一覧」にまとめられている 

② 第４学年では、偏や冠の部分と元の文字とを重ね
て表記し、幅や高さがどのように変化しているか
が示されている。第６学年では、これまで学習し
た「たいせつ」をまとめ活用するための「書写ブ
ック」が示されている。 

 

② 情報活用能力の育成のために、各学年に「情報社
会を生きる」の単元と「情報整理のレッスン」「思
考のレッスン」の教材が取り上げられている。巻
末の資料に「情報と情報の関係」「情報整理の方法」
として、情報の扱い方が一覧でまとめられている。 
 

③ 第６学年巻末には、著名人が書いた自分の名前の
文字が、児童へのメッセージとともに紹介されて
いる。また、自分の文字を振り返り、よいところ
を書きこむ欄が設けられている。写真・動画のあ
る単元には、全学年二次元コードが示されている。 

 

③ 巻末の「学習を振り返ろう」では、「読む」「話す・
聞く」「書く」の領域別に、「問題に取り組み、身
につけた力を確認する」という発展問題が掲載さ
れている。「読書」では、本の一部を紹介した後、
「続きはこちら」という紹介コーナーにより、読
書を促すように構成されてい 

④ 第５学年では、書く時の速さや文字の大きさ、配
列を意識した新聞の書き方、第６学年では、情報
をわかりやすく伝えるための工夫が取り上げられ
ている。また、第２・３学年に「なぞとき」とい
うテーマで「整った文字を書くための決まりを見
つけよう」という問題発見・解決する活動が取り
上げられている。 

 

④ 言語活動の最後に「つなぐ」が設けられ、「日常生
活・学校生活・将来」という内容項目で、活用場
面が具体的に示されている。実生活につなげるた
めに、第３学年では、広告、取扱説明書、パンフ
レットなどの、実用的な文章を読んで生活に生か
すという活動が設定されている。 

 

⑤ 第１学年で「漢字の由来」、第３学年で「ことわ
ざ」、第４学年で「俳句」「百人一首」、第５学年
で「竹取物語」「枕草子」、第６学年で「俳句」
と「文字の歴史」が取り上げられている。また、
第３学年以降では「ローマ字表」が掲載されて
いる。第５学年の「町の中から世界の文字を探
そう」では、英語で名刺を作る活動が取り上げ
られている。 

 

⑤ 古典の学習では、全学年「音読を楽しもう」が設
けられている。第１学年では、初めに「いろは歌」
が取り上げられている。また「古典の世界」とし
て、現代につながる古典作品の歴史が、中国の古
典作品も含めた年表として掲載され、３年間の見
通しが示されている。 

 

 全学年とも４～６単元で構成されており、第１・
２学年の巻末には水書用紙、第４学年には「ＳＤ
Ｇｓブック」、第６学年には「書写ブック」が付属
されている。裏表紙には第１学年は５０音図、第
２学年は鉛筆の正しい持ち方、第３～６学年は「Ｓ
ＤＧｓ×書写」が掲載されている。 

① 全学年、表紙裏には詩の背景を含め４ページにわ
たり、風景写真が掲載されている。巻末のページ
には、時や色、季節を表す伝統的な言葉が取り上
げられている。教材などの学習を進める上で、参
考となる資料の二次元コードが、関連する箇所に
載せられている。 
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「令和６年度使用義務教育諸学校（小学校）の教科用図書（文部科学大臣の検定を経た

教科用図書）研究資料」 

 

 

 

 

 

３ 

 

教科  社会 

 

種目  社会 
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〈文部科学大臣の検定を経た教科用図書一覧〉 

発行者 
書名 

使用 

学年 
判型 ページ数 

番号 略称 

2 東書 新編 新しい社会３ ３ ＡＢ １４２ 

新編 新しい社会４ ４ ＡＢ １７０ 

新編 新しい社会５上 
５ 

ＡＢ １２６ 

新編 新しい社会５下 ＡＢ １３４ 

新編 新しい社会６ 政治・国際編 
６ 

ＡＢ １１４ 

新編 新しい社会６ 歴史編 ＡＢ １６６ 

17 教出 小学社会３ ３ ＡＢ １７９ 

小学社会４ ４ ＡＢ ２２５ 

小学社会５ ５ ＡＢ ２６５ 

小学社会６ ６ ＡＢ ３０７ 

116 日文 小学社会 ３年 ３ ＡＢ １７４ 

小学社会 ４年 ４ ＡＢ ２２０ 

小学社会 ５年 ５ ＡＢ ２９６ 

小学社会 ６年 ６ ＡＢ ２９６ 
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種目名（  社会  ） 

項
目 

観 点 の 具 体 2 東書 新編 新しい社会 

(1) 
内
容 
の 
特
徴 
・ 
表 
現 

① 社会的事象に関する知識、概念や技能等、
基礎的・基本的な知識及び技能の確実な定
着を図るために、教材や学習活動がどのよ
うに取り上げられているか。 

 

① 見通しをもって学習が進められるよう、全学年巻頭
や各ページに「つかむ」「調べる」「まとめる」の学
習の進め方が示されている。その時間のキーワード
として「ことば」が示されている。知識や概念の獲
得につながるインタビュー等にアクセスできるよ
う「デジタルコンテンツ」が設定されている。 

 

② 社会的事象の意味を解釈したり事象の特色
を説明したりする等、知識及び技能を活用
し、自ら考え、判断し、表現する力を育む
ために、教材や学習活動がどのように取り
上げられているか。 

 
 
 

② 学習内容を整理できるよう、「まとめる」のページ
が設定されている。まとめる活動に生かせる「学
習問題をかくにんしよう」「ことばを生かそう」「ま
なびのポイント」が示されている。まとめ方とし
て、「地図」「年表」「新聞」「キャッチフレーズ」
等の方法で学習内容をまとめる活動が取り上げら
れている。 

 

③ 主体的に学習に取り組む態度を養うととも
に、補充的な学習や発展的な学習、家庭で
の自主的な学習を促すために、教材や学習
活動がどのように取り上げられているか。 

 

③ 発展的な学習活動として、「ひろげる」のページが設
けられている。第５学年では、工業が発展する一方
で起きた災害について調べる活動等が取り上げられ
ている。主体的に取り組めるよう「学習のはじめに
みてみよう」等が掲載されている。 

 

④ 様々な学習場面や社会生活に生きて働く社
会的な見方や考え方を養うために、言語活
動の内容や情報活用能力を育成することが
できる活動の内容がどのように取り上げら
れているか。 

 

 

 

④ 社会的な見方・考え方を働かせる場面がドラえも
んのマークで示されている。実生活の場面への活
用のために「いかす」のページが設けられている。
第４学年では、ごみを減らすために自分たちにで
きることを話し合う活動、第５学年では、プレゼ
ンテーションソフトを使ったまとめ方やオンライ
ンでのインタビューの仕方が示されている。 

 

⑤ 我が国の国土と歴史、郷土の伝統・文化に
ついて理解を深め、尊重する態度を育てる
とともに、他国を尊重し、国際社会の平和
と発展に寄与する態度を養うことができる
内容がどのように取り上げられているか。 

  

 

 

 

 

⑤ 領土問題については、第５・６学年で、北方領土、
竹島、尖閣諸島を取り上げ、「日本固有の領土」を
他国が「不法に占領」「領有を主張」していると記
されている。国旗・国歌については、第 6 学年で
明治時代から使われ、慣れ親しまれてきた日の丸
と君が代について記され、法律で定められている
ことが説明されている。日本とつながりの深い国
として、アメリカ、フランス、中国、ブラジルが
取り上げられている。  

 

(2) 
構 

成 

・ 

配 

列 

及 

び 

分 

量 

等 

内容が系統的に構成され、学習を効果的に
進めるために適切な配列であり、全体の分
量及びその配分や表記が指導上適切であ
ることや、目次、索引、凡例、諸表その他
使用上の便宜についてどのような特徴が
あるか。 

 

 

 

 

 

 

「つかむ」「調べる」「まとめる」「いかす」という
学習の進め方で構成されている。第６学年では、
「子育て支援の願いを実現する政治」と「震災復
興の願いを実現する政治」等、選択して学習でき
る教材が配列されている。また、発展的な学習と
して、「ひろげる」が配列されている。第５・６学
年の教科書が、それぞれ二巻に分けられている。 
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種目名（  社会  ） 

項
目 

観 点 の 具 体 17 教出 小学社会 

(1) 
内
容 
の 
特
徴 
・ 
表 
現 

① 社会的事象に関する知識、概念や技能等、
基礎的・基本的な知識及び技能の確実な定
着を図るために、教材や学習活動がどのよ
うに取り上げられているか。 

 

① 見通しをもって学習が進められるよう、全学年巻
頭や各ページに「つかむ」「調べる」「まとめる」「つ
なげる」の学習活動が示されている。学習課題の
解決につながる「キーワード」が示されている。
学習内容の定着につながる動画等にアクセスでき
るよう「学びリンク」が設定されている。 

 

② 社会的事象の意味を解釈したり事象の特色
を説明したりする等、知識及び技能を活用
し、自ら考え、判断し、表現する力を育む
ために、教材や学習活動がどのように取り
上げられているか。 

 
 
 

② 学習内容を整理できるよう、「まとめる」のページ
があり、単元の学習問題として「みんなでつくった
学習問題」が示されている。まとめる活動に生かせ
る「キーワードをふり返ろう」「学びのてびき」が
記されている。まとめ方として、「表」「年表」「関
係図」「カード」等の方法で学習内容をまとめる活
動が取り上げられている。 

 

③ 主体的に学習に取り組む態度を養うととも
に、補充的な学習や発展的な学習、家庭で
の自主的な学習を促すために、教材や学習
活動がどのように取り上げられているか。 

 

③ 発展的な学習活動として、「もっと知りたい」のペ
ージが設けられている。第３学年では、町の昔と
今を比べる活動等が設定されている。補充・発展
的な学習につながるように読み物やクイズ等が掲
載されている。 

 

④ 様々な学習場面や社会生活に生きて働く社
会的な見方や考え方を養うために、言語活
動の内容や情報活用能力を育成することが
できる活動の内容がどのように取り上げら
れているか。 

 

 

 

④ 各学年の学習内容に応じた社会科で使う見方・考
え方を示すページが設けられている。実生活への
活用に向け、「つなげる」のページが設けられてい
る。第４学年では、水を大切に使っていくために
自分や地域にできることを話し合う活動等が設定
されている。「タブレット型コンピューターを生か
そう」のページが設けられている。 

 

⑤ 我が国の国土と歴史、郷土の伝統・文化に
ついて理解を深め、尊重する態度を育てる
とともに、他国を尊重し、国際社会の平和
と発展に寄与する態度を養うことができる
内容がどのように取り上げられているか。 

  

 

 

 

 

⑤ 領土問題については、第５・６学年で「日本の領
土」を「不法に占領」「自国の領土であると主張」
と記され、第 5 学年では、竹島と尖閣諸島につい
て学習資料が掲載されている。国旗・国歌につい
ては、第６学年で日の丸と君が代について取り上
げられている。その成り立ちについて記され、法
律で定められたことが説明されている。日本とつ
ながりの深い国として、アメリカ、中国、ブラジ
ル、サウジアラビアが取り上げられている。 

 

(2) 
構 

成 

・ 

配 

列 

及 

び 

分 

量 

等 

 内容が系統的に構成され、学習を効果的に
進めるために適切な配列であり、全体の分
量及びその配分や表記が指導上適切であ
ることや、目次、索引、凡例、諸表その他
使用上の便宜についてどのような特徴が
あるか。 

 

 

 

 

 

 「つかむ」「調べる」「まとめる」「つなげる」とい
う学習の進め方で構成されている。第４学年では、
「地域に学校をひらく」「地域の人々を病気から救
う」等、選択して学習できる教材が配列されてい
る。第３学年では、「わくわく社会科ガイド」とし
て、インタビューの仕方やインターネットの調べ
方等が示されている。 
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種目名（  社会  ） 

116 日文 小学社会 
38 光村 国語 

① 見通しをもって学習が進められるよう、全学年問
題発見・追及・解決の学習の進め方が示されてい
る。大切な言葉に注目できる「キーワード」で取
り上げられている。学習内容の定着につながるホ
ームページへアクセスできるよう「教科書デジタ
ルコンテンツ」が設定されている。 

 

① 巻頭の「学習の見通しをもとう」では教材ごとに
つけたい力が示されている。また、「思考の地図」
の折り込みページで様々な思考法が紹介されてい
る。「読むこと」の学習のための観点が各教材末の
「学習の窓」に示され、巻末の「学習を広げる」
編の「学習の窓一覧」にまとめられている。 

② 学習の振り返りやまとめとして、「表現する」が設
定されている。まとめる活動に生かせる「学び方・
調べ方コーナー」が紹介されており、二次元コー
ドには、まとめ方の雛型が示されている。まとめ
方として、「地図」「関係図」「カード」「ワークシ
ート」等の方法で学習内容をまとめる活動が取り
上げられている。 

 

② 情報活用能力の育成のために、各学年に「情報社
会を生きる」の単元と「情報整理のレッスン」「思
考のレッスン」の教材が取り上げられている。巻
末の資料に「情報と情報の関係」「情報整理の方法」
として、情報の扱い方が一覧でまとめられている。 
 

③ 発展的な学習活動として、「やってみよう」のコー
ナーが設けられている。第６学年では、調べた国
と日本とを比べ、話し合う活動が設定されている。
補充・発展的な学習につながるように思考ツール
やゲーム等が掲載されている。 

 

③ 巻末の「学習を振り返ろう」では、「読む」「話す・
聞く」「書く」の領域別に、「問題に取り組み、身
につけた力を確認する」という発展問題が掲載さ
れている。「読書」では、本の一部を紹介した後、
「続きはこちら」という 

④ 社会的な見方や考え方を養うために、「さらに考え
たい問題」が設けられている。見方・考え方の空
間・時間・関係の三つの視点がマークで示されて
いる。グループ内で発表し合い、自分の考えを見
直す「深め合い」の活動が設定されている。情報
の集め方や活用方法について「見る・調べる」が
設定されている。 

 

④ 言語活動の最後に「つなぐ」が設けられ、「日常生
活・学校生活・将来」という内容項目で、活用場
面が具体的に示されている。実生活につなげるた
めに、第３学年では、広告、取扱説明書、パンフ
レットなどの、実用的な文章を読んで生活に生か
すという活動が設定されている。 

 

⑤ 領土問題については、第５・６学年で、北方領土、
竹島、尖閣諸島を取り上げ、「日本固有の領土」を
他国が「不法に占拠」「自国の領土であると主張」
していると記されている。国旗・国歌については、
第６学年で、日の丸・君が代が日本の国旗・国歌
として慣れ親しまれてきた経緯と法律で定められ
たことが記されている。日本とつながりの深い国
として、アメリカ、中国、ブラジル、韓国が取り
上げられている。 

 

⑤ 古典の学習では、全学年「音読を楽しもう」が設
けられている。第１学年では、初めに「いろは歌」
が取り上げられている。また「古典の世界」とし
て、現代につながる古典作品の歴史が、中国の古
典作品も含めた年表として掲載され、３年間の見
通しが示されている。 

 

 「問題を発見する力を身につけよう」「問題を追
究・解決する力を身につけよう」「問題をほりさげ、
よりよい未来をつくる力を身につけよう」という
学習の進め方で構成されている。全学年で「ＳＤ
Ｇｓの目標シール」が使用できる「未来につなげ
る」のページが設けられている。第５学年では「水
産業のさかんな地域」と「畜産業のさかんな宮崎
県」等、選択して学習できる教材が配列されてい
る。 

 

 

 

① 全学年、表紙裏には詩の背景を含め４ページにわ
たり、風景写真が掲載されている。巻末のページ
には、時や色、季節を表す伝統的な言葉が取り上
げられている。教材などの学習を進める上で、参
考となる資料の二次元コードが、関連する箇所に
載せられている。 
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「令和６年度使用義務教育諸学校（小学校）の教科用図書（文部科学大臣の検定を経た

教科用図書）研究資料」 

 

 

 

 

 

４ 

 

教科  社会 

 

種目  地図 
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〈文部科学大臣の検定を経た教科用図書一覧〉 

発行者 
書名 

使用 

学年 
判型 ページ数 

番号 略称 

2 東書 新編 新しい地図帳 ３～６ Ａ４ １０２ 

46 帝国 楽しく学ぶ 小学生の地図帳 ３･４･５･６年 ３～６ Ａ４ １３２ 
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種目名（  地図  ） 

項
目 

観 点 の 具 体 2 東書 新編 新しい地図帳 

(1) 
内
容 
の 
特
徴 
・ 
表 
現 

① 地図の活用に必要な基礎的・基本的な知識及
び技能の確実な定着のために、教材や学習活
動がどのように取り上げられているか。 

 

① P7～14では、地図の基本的な考え方、方位、地図
記号、凡例、縮尺のしくみなどが取り上げられて
おり、日本地図、世界地図の全ページにおいて、
縮尺がものさしのイラストで示されている。P53･
54 では、地球儀の特徴や使い方が紹介されてお
り、P86では、「世界の州とおもな海洋の広さ」と
いうテーマで南を上にした世界地図が紹介され
ている。 
 

② 知識及び技能を活用し、自ら考え、判断し、
表現する力を育むために、教材や学習活動
がどのように取り上げられているか。 

 
 
 
 

② 「ホップ ステップ マップでジャンプ」というコ
ーナーが設けられており、レベルごとに産業や自
然など様々な視点から学習を深める、70個の学習
課題が掲載されている。キャラクターの吹き出し
によって地図の注目ポイントや学習課題などが示
されている。 

 

③ 主体的に学習に取り組む態度を養うとと
もに、補充的な学習や発展的な学習、家庭
での自主的な学習が促されるために、教材
や学習活動がどのように取り上げられて
いるか。 

 

 

 

 

③ P45～47では、東京都の高層ビル群の写真が説明と
ともに掲載されている。P73･74では、日本の高速
道路や鉄道、空港などの地図とともに、日本の主
な都市人口がわかる地図が掲載されている。また、
P97～99の「日本の自然災害」では、これまで被害
をもたらした自然災害の種類と場所が日本地図上
に示され、ハザードマップの読み方と学習課題が
取り上げられている。 

④ 情報活用能力や問題発見・解決能力を育成
することができる活動の内容がどのように
取り上げられているか。 

 

 

 

④ 学びを広げる様々なデジタルコンテンツが活用
できるよう、二次元コードが示されている。P40
の「自動車工場と関連工場の分布」や P45の「東
京の 23区」など各地域の現状や課題、特徴を示
す拡大地図が掲載されている。 

⑤ 我が国の国土と歴史、郷土の伝統・文化に
ついて理解を深め、尊重する態度を育てる
とともに、他国を尊重し、国際社会の平和
と発展に寄与する態度を養うことができる
内容がどのように取り上げられているか。 

  

 

 

 

⑤ P15・16の「日本とそのまわり」では、北端、西端、
東端、南端の島々について写真と説明が掲載され
ている。P19には尖閣諸島、P25には竹島の写真と
説明が掲載されている。P77～P80では、日本の歴
史年表とともに当時の世界情勢などが掲載され、
P81・82 では日本の祭りや食文化が掲載されてい
る。P60・62では世界の様々な動物や料理が、イラ
ストや写真で紹介されている。  

(2) 
構 

成 

・ 

配 

列 

及 

び 

分 

量 

等 

内容の構成・配列、全体の分量及びその配
分や表記、目次、索引、凡例、挿絵や写真、
文字表記やレイアウト等その他使用上の便
宜について、どのような特徴があるか。 

 

 

 

 

 

 

 

 目次には各項目に対応したイラストが付けられ、見
開き左ページのインデックスは色分けされている。
巻末の索引は、赤色と黒色の２色で示され、チェッ
ク欄が設けられている。判型はＡ判となっている。 
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種目名（  地図  ） 

項
目 

観 点 の 具 体 46 帝国 楽しく学ぶ 小学生の地図帳 ３･４･５･６年 

(1) 
内
容 
の 
特
徴 
・ 
表 
現 

① 地図の活用に必要な基礎的・基本的な知識及
び技能の確実な定着のために、教材や学習活
動がどのように取り上げられているか。 

 

① P7～20では、「トライ」のコーナーで方位や地図記
号などの地図の基本的な考え方について学習課題
が示されるとともに、凡例や縮尺のしくみが取り
上げられている。P21～30には「ものさし」という
枠で縮尺と実際の距離の求め方が示されている。
P81･82では、地球儀の特徴や使い方が「さまざま
な視点で見る地球」などの観点とともに紹介され
ている。 

 

② 知識及び技能を活用し、自ら考え、判断し、
表現する力を育むために、教材や学習活動
がどのように取り上げられているか。 

 

② 地方別地図や日本と世界の統計などのページに設
けられている「地図マスターへの道」というコー
ナーでは、レベルごとに地形や経済など 100 個の
学習課題が掲載されている。各ページには、キャ
ラクターの吹き出しによって補足の説明や地図を
活用する際のポイント、学習課題が示されている 

 

③ 主体的に学習に取り組む態度を養うとと
もに、補充的な学習や発展的な学習、家庭
での自主的な学習が促されるために、教材
や学習活動がどのように取り上げられて
いるか。 

 

 

 

 

③ P69･70では、現在と江戸時代の東京の地形の相違
がわかる地図が掲載されている。P105～108では、
日本の発電や食品ロスの現状などのグラフや地図
が掲載されている。P125･126では、ＳＤＧｓの視
点から世界の諸課題が取り上げられている。また、
P99～102の「日本の自然災害と防災」では、地形
と自然災害との関係がイラストで示され、防災マ
ップづくりの手順が紹介されている。 

④ 情報活用能力や問題発見・解決能力を育成
することができる活動の内容がどのように
取り上げられているか。 

 

 

 

④ 外国語の地図や様々な歴史地図等のデジタルコン
テンツを活用できるよう、二次元コードが示され
ている。P38の「国際化が進む福岡市」や P60の「洪
水への備え-濃尾平野の輪中-」など、各地域の現
状や課題がわかる拡大地図が掲載されている。 

⑤ 我が国の国土と歴史、郷土の伝統・文化に
ついて理解を深め、尊重する態度を育てる
とともに、他国を尊重し、国際社会の平和
と発展に寄与する態度を養うことができる
内容がどのように取り上げられているか。 

  

 

 

 

⑤ P31･32の「日本の領土とそのまわり」では、西端、
南端、東端、北端の島々及び北方領土、竹島、尖
閣諸島の写真と説明が掲載されている。P109･110
では、日本の歴史年表や旧国名とともに、明治時
代からの日本の領土の移り変わりが掲載されてい
る。P83～94では、世界の特徴的な生き物や食べ物
などのイラストが地図上に示され、世界各国の子
どもたちの写真と説明が掲載されている。 

(2) 
構 

成 

・ 

配 

列 

及 

び 

分 

量 

等 

内容の構成・配列、全体の分量及びその配
分や表記、目次、索引、凡例、挿絵や写真、
文字表記やレイアウト等その他使用上の便
宜について、どのような特徴があるか。 

 

 

 

 

 

 

 

 見開き右ページには目次の項目に対応した色でイ
ンデックスが付けられている。巻末の索引は、赤
色、青色、緑色、黒色の４色で示されている。判
型はＡ判となっている。 
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「令和６年度使用義務教育諸学校（小学校）の教科用図書（文部科学大臣の検定を経た

教科用図書）研究資料」 

 

 

 

 

 

５ 

 

教科  算数 

 

種目  算数 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



24 

 

〈文部科学大臣の検定を経た教科用図書一覧〉 

発行者 
書名 

使用 

学年 
判型 ページ数 

番号 略称 

2 東書 新編 あたらしい さんすう １① はじめよう！さんすう 
１ 

Ａ４  ４２ 

新編 あたらしい さんすう １② みつけよう！さんすう Ｂ５ １３２ 

新編 新しい算数 ２上 考えるって おもしろい！ 
２ 

Ｂ５ １３４ 

新編 新しい算数 ２下 考えるって おもしろい！ Ｂ５ １１８ 

新編 新しい算数 ３上 考えたことが つながるね！ 
３ 

Ｂ５ １５２ 

新編 新しい算数 ３下 考えたことが つながるね！ Ｂ５ １２８ 

新編 新しい算数 ４上 考えたことが つながるね！ 
４ 

Ｂ５ １５６ 

新編 新しい算数 ４下 考えたことが つながるね！ Ｂ５ １５２ 

新編 新しい算数 ５上 考えたことが つながるね！ 
５ 

Ｂ５ １５０ 

新編 新しい算数 ５下 考えたことが つながるね！ Ｂ５ １４６ 

新編 新しい算数 ６ 数学へジャンプ！ ６ Ｂ５ ２７０ 

4 大日本 新版 たのしいさんすう１ねん① １ Ａ４  ４１ 

新版 たのしいさんすう１ねん② １ Ｂ５ １４１ 

新版 たのしい算数２年 ２ Ｂ５ ２５１ 

新版 たのしい算数３年 ３ Ｂ５ ２７１ 

新版 たのしい算数４年 ４ Ｂ５ ２９５ 

新版 たのしい算数５年 ５ Ｂ５ ２９３ 

新版 たのしい算数６年 ６ Ｂ５ ２７３ 

11 学図 みんなとまなぶ しょうがっこう さんすう １ねん

上 
１ 

ＡＢ 
１０４ 

みんなとまなぶ しょうがっこう さんすう １ねん

下 

ＡＢ 
１１０ 

みんなと学ぶ 小学校 算数 ２年上 
２ 

ＡＢ １７０ 

みんなと学ぶ 小学校 算数 ２年下 ＡＢ １４６ 

みんなと学ぶ 小学校 算数 ３年上 
３ 

ＡＢ １５４ 

みんなと学ぶ 小学校 算数 ３年下 ＡＢ １７６ 

みんなと学ぶ 小学校 算数 ４年上 
４ 

ＡＢ １６４ 

みんなと学ぶ 小学校 算数 ４年下 ＡＢ １８６ 

みんなと学ぶ 小学校 算数 ５年上 
５ 

ＡＢ １８０ 

みんなと学ぶ 小学校 算数 ５年下 ＡＢ １８４ 

みんなと学ぶ 小学校 算数 ６年 
６ 

ＡＢ ２６４ 

みんなと学ぶ 小学校 算数 ６年 中学校へのかけ橋 ＡＢ  ５２ 
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発行者 
書名 

使用 

学年 
判型 ページ数 

番号 略称 

17 教出 しょうがくさんすう１ １ Ｂ５ １９０ 

小学算数２上 
２ 

Ｂ５ １５６ 

小学算数２下 Ｂ５ １３０ 

小学算数３上 
３ 

Ｂ５ １６２ 

小学算数３下 Ｂ５ １４８ 

小学算数４上 
４ 

Ｂ５ １８０ 

小学算数４下 Ｂ５ １７８ 

小学算数５ ５ Ｂ５ ３１４ 

小学算数６ ６ Ｂ５ ２９２ 

61 啓林館 わくわく さんすう１ すたあと ぶっく 
１ 

Ａ４  ５０ 

わくわく さんすう１ Ｂ５ １４６ 

わくわく 算数２上 
２ 

Ｂ５ １３８ 

わくわく 算数２下 Ｂ５ １３８ 

わくわく 算数３上 
３ 

Ｂ５ １５０ 

わくわく 算数３下 Ｂ５ １３２ 

わくわく 算数４上 
４ 

Ｂ５ １６４ 

わくわく 算数４下 Ｂ５ １３４ 

わくわく 算数５ ５ Ｂ５ ２８４ 

わくわく 算数６ ６ Ｂ５ ２７４ 

116 日文 しょうがく さんすう１① 
１ 

Ｂ５  ４８ 

しょうがく さんすう１② Ｂ５ １５０ 

小学算数２上 
２ 

Ｂ５ １６６ 

小学算数２下 Ｂ５ １４２ 

小学算数３上 
３ 

Ｂ５ １７４ 

小学算数３下 Ｂ５ １５０ 

小学算数４上 
４ 

Ｂ５ １７２ 

小学算数４下 Ｂ５ １７４ 

小学算数５ ５ Ｂ５ ３３０ 

小学算数６ ６ Ｂ５ ３００ 
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種目名（  算数  ） 

項
目 

観 点 の 具 体 2 東書 新編 新しい算数 

(1) 
内
容 
の 
特
徴 
・ 
表 
現 

① 数量や図形についての基礎的・基本的な知
識及び技能の確実な習得を図るために、教
材や学習活動がどのように取り上げられて
いるか。 

 

① 各時間の展開場面や単元の終末に、二次元コードを
活用し、自己採点可能で反復練習できる問題が設け
られている。毎日の学習で使うページには、はてな
マークで示された学習のめあてがあり、また、学習
での学びが「まとめ」として記述されている。単元
間には、復習単元の復習問題が設けられている。 

 

② 算数の知識及び技能が様々な場面で生きて
働くように、見通しをもち、筋道を立てて考
え判断し、表現する力を育成するために、教
材や学習活動がどのように取り上げられて
いるか。 

 

② 第２学年以上の「今日の深い学び」では、複数の解
決方法、表現方法が取り上げられており、考えを比
較したり検討したり、説明し伝え合ったりする活
動が具体的に示されている。教科書に登場する友
達の考えを基に、話し合ったり説明したりする学
習活動が設定されている。 

 

③ 主体的に学習に取り組む態度を養うととも
に、補充的な学習や発展的な学習、家庭での
自主的な学習を促すために、教材や学習活
動がどのように取り上げられているか。 

 

③ 第２学年以上の巻末には、補充的・発展的な問題が
設けられている。「算数で読みとこう」「考える力を
のばそう！」では、学習したことを生かし日常生活
に関わる問題が取り上げられている。他教科や中
学数学と関連がある箇所にはマークが示されて
いる。 

 

④ 算数の特性を生かし、現代的な諸課題に対
応して求められる能力を身に付けさせるた
めに、言語能力や情報活用能力、問題発見・
解決能力を育成することができる活動の内
容がどのように取り上げられているか。 

 

④ 第２学年以上の「学びのとびら」では、問題解決の
過程や大切なことが紹介されている。第３学年以
上では、ＳＤＧｓの観点から課題を提示して、表や
グラフから課題解決する教材が設定されている。
第４学年以上の巻頭の「私と算数」では、著名人と
算数の関わりについて紹介されている。 

 

⑤ 我が国や郷土の伝統・文化について理解を
深め、尊重する態度を育てるとともに、他国
を尊重し、国際社会の平和と発展に寄与す
る態度を養うことができる活動の内容がど
のように取り上げられているか。 

 

  

⑤ 日本と外国の都市の気温を比べてグラフに表す活
動が設定されていたり、円周率を求めた外国の数
学者が紹介されたりしている。世界の筆算や外国
でのおつりの求め方、３種類の和算の問題が紹介
されている。第５学年の表紙には、折り紙で作られ
た作品が掲載されている。  

  

(2) 
構 

成 

・ 

配 

列 

及 

び 

分 

量 

等 

目標や児童の発達段階に照らした各単元の
構成・配列及び分量や、表紙、目次、巻頭・
巻末の資料、挿絵、写真、図表、文字表記、
レイアウト、その他使用上の便宜について、
どのような特徴があるか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第１学年には、入門期用として「はじめようさんす
う」があり、Ａ４判の中綴じの書き込みができるも
のになっている。第６学年の巻末には、「卒業旅行」
として算数のいろいろな世界に触れることができ
るコースが４つ設定されている。ページ番号は、他
の数字と区別できる白抜きで、教科書上部に配置
されている。 
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種目名（  算数  ） 

4 大日本 新版 たのしい算数 11 学図 みんなと学ぶ 小学校 算数 

① 学習で得た考え方を記録できる「ひらめきアイテ
ム」が設けられている。単元の終末には、「たしか
め問題」や「学んだことを生かそう」が設けられて
いる。単元で学習する大切な語句などは太文字に
なっている。１単位時間の中でも、単元の中でも練
習問題が多めに設けられている。 

 

① 単元の終末の「できるようになったこと」「まなび
をいかそう」では、学習内容の確認ができるよう
な練習問題が設けられている。また、第２学年以
上の単元末には、学習を振り返ることができる
「考え方モンスターでふりかえろう」が設けられ
ている。 

 

② 単元の中に「じっくり深く学び合おう！」のページ
が設けられ、友達の考えを説明する問題が取り上
げられている。問題に対する多様な考え方を掲載
するとともに、それを基に考えたり話し合ったり
する場面や板書例がイラストや写真で示されて
いる。 

 

② 問題解決したり、説明したりする際、活用できる算
数の考え方の例として、対応する箇所に活用でき
る考え方が示されている。教科書に登場する友達
の考えを参考に、自分の考えをもったり、例示され
た考えを比べたり説明したり選択したりする場面
が設定されている。 

 
③ 巻末には「プラスワン」として補充問題が設けられ

ている。第３学年以上に「なるほど算数教室」が設
けられており、生活や社会と算数を関連付けた問
題やお仕事インタビューなどが取り上げられてい
る。第５・６学年の巻末には中学校数学で学習する
内容が紹介されている。 

 

③ 全学年の巻末には、補充問題と発展問題に取り組
める「もっと算数」が設けられている。単元の終末
の「ふりかえろう・つなげよう」では、発展的な問
題が設けられている。第６学年には別冊がついて
おり、第６学年の復習問題と中学校数学への入門
問題、発展問題が掲載されている。 

 

④ 全学年でプログラミングにふれる活動が設けられ
ており、第２学年以上は、アンプラグドプログラミ
ングとビジュアルプログラミングの２つが取り上
げられている。巻頭の「算数の学び方」には、学習
の流れや聞き方、話し方、話し合い方の例が紹介さ
れている。 

 

④ 全学年にＳＤＧｓの観点とともに、現代社会が抱
えている問題を課題にしている「算数をつかって」
が位置付けられている。単元の冒頭には、「？を発
見」が設けられていて、課題意識が与えられる場面
が設定されている。毎時間のめあてやまとめが
「？」と「！」のマークで示されている。 

 

⑤ 英語の数の読み方、他国の数学者や和算家が紹介さ
れている。キャラクターやイラスト、写真等で外国
にルーツをもつ人々が掲載されている。また、我が
国の伝統的な遊びを取り上げて、グラフにする活動
が設定されている。また、比の学習で日本の歴史的
建造物や大和比等が紹介されている。 

⑤ 日本と外国の建物の高さを比べたり、世界の国々
の人口をかいて読んだり、外国の都市の気温をグ
ラフに表したりする学習が設定されている。また、
対称の学習では、折り紙や都道府県マークなど身
の回りにあるものや世界遺産を紹介しながら問題
が提示されている。 

 

 目次に記載されている学習内容や番号は、内容ごと
に形と色で区別されており、見開きページの右上に
色分けされた単元名が記載されている。第１学年
は、入学初期に対応したＡ４判の書き込める形の分
冊がある。第５学年から中学校数学へつなぐ解説の
ページが設けられている。第２学年以上の巻頭に
「算数の大切な考え方」が掲載されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 目次、見開きページの右上に記載されている単元
名は、学期ごとに同じ色になっており３色になっ
ている。算数の学びに重要な見方・考え方を「考え
方モンスター」としてキャラクター化して示して
いる。各ページの左端には学習内容や小タイトル、
思考の流れが記載されている。教科書は、ＡＢ判
で、横幅が広い形になっている。 
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種目名（  算数  ） 

項
目 

観 点 の 具 体 17 教出 小学算数 

(1) 
内
容 
の 
特
徴 
・ 
表 
現 

① 数量や図形についての基礎的・基本的な知
識及び技能の確実な習得を図るために、教
材や学習活動がどのように取り上げられて
いるか。 

 

① 単元の終末には、学習内容を確かめ振り返ること
ができる４コマ漫画が掲載されている。毎時の学
習の中に、「たしかめ」の問題が設けられている。
第２学年以上の巻末には、前学年までの学習との
つながりや既習内容が確認できる「学びのマップ」
が掲載されている。 

 

② 算数の知識及び技能が様々な場面で生きて
働くように、見通しをもち、筋道を立てて考
え判断し、表現する力を育成するために、教
材や学習活動がどのように取り上げられて
いるか。 

 

② 考えたり話し合ったりする具体的な例として、「学
びを深めてなるほどを見つけよう」「学びをつなげ
てだったらを見つけよう」が設けられている。教科
書に登場する友達の考えを基に、２つの考え方を
比べ、話し合ったり説明したりする活動が設けら
れている。 
 

③ 主体的に学習に取り組む態度を養うととも
に、補充的な学習や発展的な学習、家庭での
自主的な学習を促すために、教材や学習活
動がどのように取り上げられているか。 

 

③ 第２学年以上の巻末には、自分で取り組む「ステッ
プアップ算数」のコーナーが設けられている。第６
学年の巻末には、発展的な問題が設けられている。
第４学年以上の巻末には、「広がる算数」を位置付
けており、既習の学習から発展的な課題を解決す
る内容が設定されている。 

  

④ 算数の特性を生かし、現代的な諸課題に対
応して求められる能力を身に付けさせるた
めに、言語能力や情報活用能力、問題発見・
解決能力を育成することができる活動の内
容がどのように取り上げられているか。 

 

④ 第２学年以上の学年始めの３単元では、「？を見つ
けよう」「！を見つけよう」など問題発見、解決、
追究の学び方のモデルとなる学習の流れが示され
ている。全学年の巻末で「プログラミングにちょう
せん」又は「表計算ソフトにちょうせん」のどちら
から一方が設けられている。 

 

⑤ 我が国や郷土の伝統・文化について理解を
深め、尊重する態度を育てるとともに、他国
を尊重し、国際社会の平和と発展に寄与す
る態度を養うことができる活動の内容がど
のように取り上げられているか。 

 

  

⑤ ユネスコ無形文化遺産に登録されている「和食」や
外国人旅行者の数を教材として扱ったり、伝統工
芸品のデザインから対称な図形を見つけたりする
活動が設定されている。また、古代エジプトの数の
表し方や、いろいろな国の筆算の仕方、和算が紹介
されている。 

 

(2) 
構 

成 

・ 

配 

列 

及 

び 

分 

量 

等 

 目標や児童の発達段階に照らした各単元の
構成・配列及び分量や、表紙、目次、巻頭・
巻末の資料、挿絵、写真、図表、文字表記、
レイアウト、その他使用上の便宜について、
どのような特徴があるか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第１学年と第５・６学年は、年間１冊になってい
る。巻頭には、算数で使いたい見方・考え方がま
とめられた「算数のミカタ」が掲載されている。
算数に関する豆知識や発展的な知識、誤答例が紹
介された脚注コラムがページの下部に設けられて
いる。表紙は、算数の学習内容に関わるもので、
それを動画で見ることができる設定になってい
る。 
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種目名（  算数  ） 

61 啓林館 わくわく 算数 116 日文 小学算数 

① 単元のはじめには、既習の確認ができるよう二次
元コードで練習問題が表示される設定となってい
る。単元の終末には、学習内容が確認できる二次元
コード付きの練習問題が設けられており、１問ず
つのヒントと解答を見たりチェックを入れたりす
ることができる設定になっている。 

 

① 単元のはじめには、次への学習の準備問題が設け
られ、それに対応したヒントと答えにつながる二
次元コードが掲載されている。第２学年以上で単
元の終末にまちがいやすい問題や見方・考え方を
みがく問題「わかっているかな」のコーナーや、た
しかめ問題が設けられている。 

 

② 教科書に登場する友達の考えを基に、自分の考え
をまとめ、説明したり話し合ったりする学習活動
が設定されており、空欄を埋める形で問題が示さ
れている。「見方・考え方を深めよう」では、日常
生活に関連したことを学習したことを活用して考
え進めていく問題が設定されている。 

 

② 第２学年以上には、「算数で使いたい見方・考え方」
と「学び方ガイド」が、厚めの紙で切り離して使え
る設定になっている。問題について自分の考えを
もった後は、説明したり話し合ったりする活動が
設定されている。「自分でみんなで」には、説明し
たり話し合ったりする具体例が示されている。 

 
③ 各単元終末の「学びをいかそう・やってみよう」で

は、学んだことを実生活と関連させた例示を示し
ている。巻末の「学びのサポート」では、自主的に
取り組むことができる問題が設けられている。単
元間や終末にある練習問題には二次元コードが付
いており、反復練習できる設定になっている。 

 

③ 日常生活につながる発展的な問題を取り上げた
「使ってみよう」のページが設けられている。「算
数ジャンプ」では、学んだことを、日常生活やＳＤ
Ｇｓに関連させて考えていく問題が取り上げられ
ている。巻末には、自分でコースを選んで取り組め
る「算数マイトライ」が設けられている。 

④ 第３学年以上には、わくわくＳＤＧｓが位置付けら
れており、現代の諸問題に関する内容が取り上げら
れている。第６学年巻末「未来へのとびら」では、様々
な職業の人へのインタビューを通して、算数が役に
立っている場面を紹介している。第１学年からプロ
グラミングに触れるページが設定されている。 

 

④ 第６学年の「マテマランドを探検しよう」では、学
習したことを生かしながら進めていく教材が取り
上げられている。また、「データの調べ方」では、
問題発見、解決の流れが具体的に示されている。第
１学年からプログラミングに触れるページが設け
られている。 

 

⑤ 教材の中で、平等院鳳凰堂、大仙古墳、金閣、日光
東照宮、岡山城等が取り上げられた学習活動が配
置されている。また、キャラクターやイラスト、写
真等で、外国にルーツをもつ人々が掲載されてい
たり、訪日外国人の数を扱った教材が設けられて
いたりする。 

 

⑤ ユネスコの無形文化遺産に登録された和食や、米
の生産地と品種を教材として扱ったり、単元の導
入で、和菓子屋での買い物場面を設定したりされ
ている。また、世界の人口や外国の都市の気温を提
示したり、外国のわり算の仕方や通貨を紹介した
りされている。 

 

 第１学年の上巻は、幼稚園等との接続が考えられ
た、Ａ４判の「すたあとぶっく」になっている。問
題や考え、まとめの配置により、見開き２ページ又
は１ページで、１単位時間の学習が終了する設定
になっている。第６学年には、「数学へのとびら」
があり、中学校数学につながる内容が紹介されて
いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 校種間の接続がスムーズになるよう、第１学年は、
入門期に使用する中綴じの分冊がつくられ、第５・
６学年は、中学接続マークが設けられている。第５・
６学年は、上下巻合本構成で学んでいるページが分
かるようにしおりとなる紐が付いている。目次の単
元番号や見開きページの右上部分に記載された単
元名には、学習内容ごとに色が着いている。 
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「令和６年度使用義務教育諸学校（小学校）の教科用図書（文部科学大臣の検定を経た

教科用図書）研究資料」 

 

 

 

 

 

６ 

 

教科  理科 

 

種目  理科 
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〈文部科学大臣の検定を経た教科用図書一覧〉 

発行者 
書名 

使用 

学年 
判型 ページ数 

番号 略称 

2 東書 新編 新しい理科 ３ ３ Ａ４ １７８ 

新編 新しい理科 ４ ４ Ａ４ ２０２ 

新編 新しい理科 ５ ５ Ａ４ １７０ 

新編 新しい理科 ６ ６ Ａ４ ２０２ 

4 大日本 新版 たのしい理科３年 ３ Ａ４ ２０５ 

新版 たのしい理科４年 ４ Ａ４ ２２９ 

新版 たのしい理科５年 ５ Ａ４ １９７ 

新版 たのしい理科６年 ６ Ａ４ ２３３ 

11 学図 みんなと学ぶ 小学校 理科 ３年 ３ ＡＢ １８８ 

みんなと学ぶ 小学校 理科 ４年 ４ ＡＢ ２０８ 

みんなと学ぶ 小学校 理科 ５年 ５ ＡＢ １９６ 

みんなと学ぶ 小学校 理科 ６年 ６ ＡＢ ２３６ 

17 教出 みらいをひらく 小学理科３ ３ Ａ４変型 １９３ 

未来をひらく 小学理科４ ４ Ａ４変型 ２３３ 

未来をひらく 小学理科５ ５ Ａ４変型 ２０９ 

未来をひらく 小学理科６ ６ Ａ４変型 ２２５ 

26 信教 楽しい理科 ３年 ３ ＡＢ １６４ 

楽しい理科 ４年 ４ ＡＢ １９２ 

楽しい理科 ５年 ５ ＡＢ １５６ 

楽しい理科 ６年 ６ ＡＢ １８８ 

61 啓林館 わくわく理科 ３ ３ ＡＢ １９０ 

わくわく理科 ４ ４ ＡＢ ２０２ 

わくわく理科 ５ ５ ＡＢ １９４ 

わくわく理科 ６ ６ ＡＢ ２１８ 
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種目名（  理科  ） 

項 
目 

観 点 の 具 体 2 東書 新編 新しい理科 

(1) 
内
容 
の 
特
徴 
・ 
表 
現 

① 自然の事物・現象についての理解や、観察、
実験などに関する技能の習得など、基礎
的・基本的な知識及び技能の確実な定着を
図るために、教材や学習活動がどのように
取り上げられているか。 

 

① 学習した基礎的・基本的事項を１ページでまと
めた「ふりかえろう」が設けられている。また、
「たしかめよう」には、基礎的・基本的事項に
関する文章の確認問題と、動画視聴した後問題
に解答する「デジ問」へのリンクが設けられて
いる。 

 

② 理科の知識及び技能が様々な場面で生きて
働くよう、自ら考え、判断し、表現する力
を育むために、教材や学習活動がどのよう
に取り上げられているか。 

 

② 学習した内容や日常生活、他教科とのつながりを
示した「思い出そう」が問題解決の過程で設けら
れている。また、各単元の冒頭に、ノートとして
活用できるＰＤＦファイルが掲載された「理科ノ
ート」へのリンク、単元内容に関わる動画へのリ
ンクが設けられている。 

 

③ 主体的に学習に取り組む態度を養うととも
に、補充的な学習や発展的な学習、家庭で
の自主的な学習が促されるために、教材や
学習活動がどのように取り上げられている
か。 

 

③ 学習内容を身の回りにつなげる問いや日常生活で
生かされている例を紹介する「広げよう！理科の
発想」が設けられている。また、巻末の「理科と
プログラミング」ではプログラミングと学習内容
のつながりや、プログラミングができるウェブペ
ージへのリンクが紹介されている。 

 

④ 自然に親しみ、見通しをもって観察、実験
などを行うことなどを通して、問題解決の
力を養う中で、言語能力や情報活用能力、
問題発見・解決能力を育成することができ
る活動の内容がどのように取り上げられて
いるか。 

 

④ 話し合いをする際に活用できる「デジ活」や「話
し合いの例」が単元に設けられている。また、調
べたことのまとめ方や発表の仕方、情報の調べ方
等について系統立てて示した「理科の調べ方を身
につけよう」が設けられている。 

 
 

⑤ 我が国や郷土の自然、科学技術の実情及び
科学の発展に貢献した人の業績等について
理解を深め、尊重する態度を育てるととも
に、国際理解や協調に寄与する態度を養う
ことができる活動の内容がどのように取り
上げられているか。 

  

⑤ 日常生活や郷土の自然、科学の発展に貢献した人、
国土、技術等を紹介したコラム「こんなところに
も！理科の世界探検部」が設けられている。また、
ＳＤＧｓと学習内容の関連が紹介され、第６学年
ではＳＤＧｓの項目のアイコンが学習内容と関連
するページに示されている。  

  

(2) 
構 
成 
・ 
配 
列 
及 
び 
分 
量 
等 

 内容が系統的に構成され、学習を効果的に
進めるために適切な配列であり、全体の分
量及びその配分や表記が指導上適切である
ことや、表紙、目次、巻頭・巻末の資料、
挿絵、写真、レイアウトその他使用上の便
宜について、どのような特徴があるか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

巻末の「1年間をふりかえろう」では、学習した用
語について領域ごとにまとめた「学習した理科の
言葉」や、次学年又は中学校で学習する内容との
関連について示した欄が設けられている。また、
多様性に配慮したイラスト・写真が掲載されてい
る。 
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種目名（  理科  ） 

項 
目 

観 点 の 具 体 4 大日本 新版 たのしい理科 

(1) 
内
容 
の 
特
徴 
・ 
表 
現 

① 自然の事物・現象についての理解や、観察、
実験などに関する技能の習得など、基礎
的・基本的な知識及び技能の確実な定着を
図るために、教材や学習活動がどのように
取り上げられているか。 

 

① 学習で扱う実験器具の使用方法を「大きくして調
べる」「はかる」「ものを熱する」等、目的に応じ
て分けて示した「使い方を覚えよう」が設けられ
ている。また、学習した基礎的・基本的事項を示
した「〇年のまとめ」に確認用の空所が設けられ
ている。 

 

② 理科の知識及び技能が様々な場面で生きて
働くよう、自ら考え、判断し、表現する力
を育むために、教材や学習活動がどのよう
に取り上げられているか。 

 

② 学習した内容を生かして考えたり、説明したりす
る「学んだことを生かそう」が各単元に設けられ
ている。また、学習した内容に関わる防災につい
ての情報が「防災」のアイコンで示されている。
第５学年には「災害に備えようブック」が設けら
れている。 

 

③ 主体的に学習に取り組む態度を養うととも
に、補充的な学習や発展的な学習、家庭で
の自主的な学習が促されるために、教材や
学習活動がどのように取り上げられている
か。 

 

③ 学習した内容に関係する「はってん」が設けられ、
単元と日常生活とのつながり、先の学年や中学校
で学習する内容について紹介されている。また、
第３・４学年は、ウェブページ、第５・６学年は
紙面に学習した内容を活用して考える「チャレン
ジ問題」が設けられている。 

 

④ 自然に親しみ、見通しをもって観察、実験
などを行うことなどを通して、問題解決の
力を養う中で、言語能力や情報活用能力、
問題発見・解決能力を育成することができ
る活動の内容がどのように取り上げられて
いるか。 

 

④ 問題解決の過程の「問題の見出し」「考察や結論の
導出」の際に留意したい内容を示した「ココに注
目」が単元に設けられている。また、図表や絵・
イラスト、グラフの利点、ＩＣＴ活用について示
した「記録と整理のしかた」が設けられている。 

 

⑤ 我が国や郷土の自然、科学技術の実情及び
科学の発展に貢献した人の業績等について
理解を深め、尊重する態度を育てるととも
に、国際理解や協調に寄与する態度を養う
ことができる活動の内容がどのように取り
上げられているか。 

  

⑤ 郷土の自然や科学技術、科学の発展に貢献した
人やその業績等について紹介した「りかのたま
てばこ」や「Science World」が設けられている。
また、全学年の裏表紙に「ジオパーク」が特集
され、我が国の自然についての写真が掲載され
ている。 
 

(2) 
構 
成 
・ 
配 
列 
及 
び 
分 
量 
等 

 内容が系統的に構成され、学習を効果的に
進めるために適切な配列であり、全体の分
量及びその配分や表記が指導上適切である
ことや、表紙、目次、巻頭・巻末の資料、
挿絵、写真、レイアウトその他使用上の便
宜について、どのような特徴があるか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 巻頭に、その学年で身に付けたい理科の見方・
考え方が、写真やマンガで示されている。また、
表紙にその学年で学習する内容を見取ることが
できるイラストが掲載されている。二次元コー
ドは基本的にページ下部の同じ位置に配置され
ている。 
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種目名（  理科  ） 

11 学図 みんなと学ぶ 小学校 理科 17 教出 未来をひらく 小学理科 

① 観察・実験の手順や実験器具の準備、実験器具の
操作手順が示された所にチェック欄が設けられて
いる。第３学年の実験において棒グラフによる記
録が求められる場面で、算数とのつながりや棒グ
ラフの作成手順が示された「ぼうグラフのかき方」
が設けられている。 

 

① 各学年で学習した基礎的・基本的事項や学習を通
して身に付けた力についてまとめた「〇年で学ん
だこと」が設けられている。また、各学年で取り
上げる観察・実験に関する注意の一覧が示された
「理科の安全の手引き」が裏表紙に設けられてい
る。 

 
② 学習を通して身に付けたい力が単元の冒頭に示

され、「理科モンスター」という学年に応じてレ
ベルアップするキャラクターで紹介されている。
また、問題解決の過程で「学習の中で力を出せた
と思ったところ」にハートを塗る欄が設けられて
いる。 

 

② 学習前と学習後の考えの変化について例示した
「学習前の○○さん」と「学習後の○○さん」が
設けられている。また、問題解決の過程ではたら
かせる理科の見方・考え方について示した「見方
のカギ」「考え方のカギ」が単元内に設けられてい
る。 
 

③ 学習した内容に関連する発展的な内容につながる
問いや観察・実験についての紹介をする「やって
みよう」が設けられている。また、コラム「もっ
と知りたい」の中に学習した内容についての発展
的な知識を紹介した「はってん」が設けられてい
る。 

 

③ 学習内容を身の回りへつなげる「学びを広げよう」
やさらにくわしく調べるための「チャレンジ」、先
の学年の学習につながる内容を紹介する「資料」
が設けられている。また、他の単元や中学校の学
習との関連を紹介する「学習のつながり」や「思
い出そう」が単元の冒頭に設けられている。 

  
④ 図書館の活用とＩＣＴの使い方が紹介された「調

べる」が設けられている。ＩＣＴの使い方では、
該当する学年の単元での活用事例が示されてい
る。また、対話を進める際の話型や対話の事例を
示した「伝える・聞く」が設けられている。 

 
 

④ 国語とのつながりが紹介され、自分の考えを伝えた
り比べたりするための話型が示された「自分たちの
考えを伝え合い、学び合おう」が巻頭に設けられて
いる。また、問題解決の過程に沿った学習の進め方
を示したノートのとり方の例が紹介されている。 

 

⑤ 全学年に掲載された「わたしの自由研究」では、
自由研究の進め方について科学分野等で活躍する
人からのアドバイスが紹介されている。また、各
学年の学習内容に関連する科学の発展に貢献した
人の業績を紹介した「科学者を知ろう」が設けら
れている。 

 

⑤ 学習した内容とつながりがある、日常生活におけ
る自然の事物・現象、科学の発展に貢献した人、
科学技術等を紹介した「科学のまど」が設けられ
ている。また、研究者や宇宙飛行士といった科学
技術に関わる人の「メッセージ」が巻末に紹介さ
れている。 

 

 その学年で学習する内容に関連付けられた表紙・
裏表紙のイラストの掲載がある。また、裏表紙に
掲載された目次にＳＤＧｓの項目が関連付けて示
されている。その学年の観察・実験に使用する植
物について「〇年生で準備しておく植物」が巻頭
に示されている。 

 巻末に「大事な言葉」や「使い方・調べ方」、「Ｓ
ＤＧｓとのかかわり」、「動画」、「ウェブずかん」
が探せる索引が設けられている。また、その学年
の学習内容にかかわりがある科学館や博物館の紹
介や見学についての手順を示した「科学館や博物
館の利用」が設けられている。 
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種目名（  理科  ） 

項
目 

観 点 の 具 体 26 信教 楽しい理科 

(1) 
内
容 
の 
特
徴 
・ 
表 
現 

① 自然の事物・現象についての理解や、観察、
実験などに関する技能の習得など、基礎
的・基本的な知識及び技能の確実な定着を
図るために、教材や学習活動がどのように
取り上げられているか。 

 

① 調べたことや考えたことについての記録例が実際
に児童によって書かれたような表現で示されてい
る。学習した内容をまとめた「ふりかえろう」が
単元内に設けられている。観察・実験についての
説明の近くに、使用する実験器具の使い方が示さ
れている。 

 

② 理科の知識及び技能が様々な場面で生きて
働くよう、自ら考え、判断し、表現する力
を育むために、教材や学習活動がどのよう
に取り上げられているか。 

 

② 単元で学習する内容とこれまでに学習した内容と
のつながりを示した「思い出そう」が設けられて
いる。学習内容に関する情報を示した「しりょう」
が単元に設けられている。また、話し合いを行う
場面、思考を行う場面が異なる色の印で分けて示
されている。 

 

③ 主体的に学習に取り組む態度を養うととも
に、補充的な学習や発展的な学習、家庭で
の自主的な学習が促されるために、教材や
学習活動がどのように取り上げられている
か。 

 

③ 単元の冒頭に身近な自然や生活についての写真が
掲載されている。単元で学習した内容と、先の学
年での学習とのつながりを示した「はってん」が
設けられている。また、ものづくりの事例が「も
のづくり」というアイコンで示され、各学年で紹
介されている。 

 

④ 自然に親しみ、見通しをもって観察、実験
などを行うことなどを通して、問題解決の
力を養う中で、言語能力や情報活用能力、
問題発見・解決能力を育成することができ
る活動の内容がどのように取り上げられて
いるか。 

 

④ 対話により問題を見出す展開例を示したイラスト
や吹き出しが設けられている。また、巻末の「イ
ンターネットで調べてみよう」に各単元で紹介さ
れているウェブコンテンツの索引が設けられ、該
当ページと動画の再生時間が示されている。 

 

⑤ 我が国や郷土の自然、科学技術の実情及び
科学の発展に貢献した人の業績等について
理解を深め、尊重する態度を育てるととも
に、国際理解や協調に寄与する態度を養う
ことができる活動の内容がどのように取り
上げられているか。 

  

⑤ 科学の発展に貢献した人やその人の業績につい
て取り上げた「ふしぎ なぜ を追い求めた科学
者」というコラムが設けられている。また、多様
性に配慮したイラストが掲載されている。郷土
（長野）に関わることや自然等が取り上げられて
いる。 
 

(2) 
構 
成 
・ 
配 
列 
及 
び 
分 
量 
等 

 内容が系統的に構成され、学習を効果的に
進めるために適切な配列であり、全体の分
量及びその配分や表記が指導上適切である
ことや、表紙、目次、巻頭・巻末の資料、
挿絵、写真、レイアウトその他使用上の便
宜について、どのような特徴があるか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 その学年で扱う植物の栽培・観察時期や動物の観
察時期、天体の観察時期について 1 年間の予定が
巻頭に示されている。また、「理科学習の進め方」
で、問題解決の過程と主にその学年で育成を目指
す問題解決のために必要な資質・能力が示されて
いる。 
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種目名（  理科  ） 

61 啓林館 わくわく理科 17 教出 小学 算数 

① 単元で学習したことをまとめた「まとめノート」
が設けられ、関連する次の学年の「思い出そう」
に「まとめノート」と同じものが掲載されている。
また、関連する単元の基礎的・基本的事項をまと
めた「これまでの学習をつなげよう」が設けられ
ている。 

 

④ 巻頭の「学習の見通しをもとう」では教材ごとに
つけたい力が示されている。また、「思考の地図」
の折り込みページで様々な思考法が紹介されてい
る。「読むこと」の学習のための観点が各教材末の
「学習の窓」に示され、巻末の「学習を広げる」
編の「学習の窓一覧」にまとめられている。 

 
② 単元で学習したことを生かして考えたり、説明し

たりする「活用しよう」が設けられている。また、
全学年で「ＳＴＥＡＭ」について取り上げられ、
学習内容に関連する日常生活の場面や科学技術、
音楽、ものづくり、アート等について紹介されて
いる。 

 

② 情報活用能力の育成のために、各学年に「情報社
会を生きる」の単元と「情報整理のレッスン」「思
考のレッスン」の教材が取り上げられている。巻
末の資料に「情報と情報の関係」「情報整理の方法」
として、情報の扱い方が一覧でまとめられている。 
 

③ ＩＣＴ端末を活用し、学習したことを生かして映
像を見て答える問題ができるＣＢＴ「ワクビット」
へのリンクが巻末に紹介されている。また、算数
や社会、家庭科といった他教科と学習する内容と
の関連を示した「算数とのつながり」や「理科の
広場」が設けられている。 

 

③ 巻末の「学習を振り返ろう」では、「読む」「話す・
聞く」「書く」の領域別に、「問題に取り組み、身
につけた力を確認する」という発展問題が掲載さ
れている。「読書」では、本の一部を紹介した後、
「続きはこちら」という紹介コーナーにより、読
書を促すように構成されている。 

  
④ ＩＣＴ活用の事例を紹介した「学びの中でＩＣＴ

を活用してみよう」が設けられている。問題解決
の過程で活用ができる場面にＩＣＴマークが掲載
されている。また、考えたことを伝える方法をま
とめた「伝える」が巻末に設けられている。 

 

④ 言語活動の最後に「つなぐ」が設けられ、「日常生
活・学校生活・将来」という内容項目で、活用場
面が具体的に示されている。実生活につなげるた
めに、第３学年では、広告、取扱説明書、パンフ
レットなどの、実用的な文章を読んで生活に生か
すという活動が設定されている。 

 
⑤ 掲載されている風景の写真には、場所が明記され

ている。学習した内容と関連がある仕事に携わる
人の声を動画で聞くことができる「インタビュー」
が設けられている。また、日常生活に関わる自然
の事物・現象や科学技術等を紹介した「くらしと
リンク」が設けられている。 

 

⑤ 古典の学習では、全学年「音読を楽しもう」が設
けられている。第１学年では、初めに「いろは歌」
が取り上げられている。また「古典の世界」とし
て、現代につながる古典作品の歴史が、中国の古
典作品も含めた年表として掲載され、３年間の見
通しが示されている。 

 

 観察・実験の安全に関してピクトグラムで「やけ
ど」、「はい液」等が示されている。理科の「見方」・
「考え方」や「見方・考え方が役立つ場面」が巻
末に示されている。また、単元内の理科の見方・
考え方についてのキーワードがマーカー線で示さ
れている。 

① 全学年、表紙裏には詩の背景を含め４ページにわ
たり、風景写真が掲載されている。巻末のページ
には、時や色、季節を表す伝統的な言葉が取り上
げられている。教材などの学習を進める上で、参
考となる資料の二次元コードが、関連する箇所に
載せられている。 
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「令和６年度使用義務教育諸学校（小学校）の教科用図書（文部科学大臣の検定を経た

教科用図書）研究資料」 

 

 

 

 

 

７ 

 

教科  生活 

 

種目  生活 
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〈文部科学大臣の検定を経た教科用図書一覧〉 

発行者 
書名 

使用 

学年 
判型 

ページ

数 番号 略称 

2 東書 どきどき わくわく 新編 あたらしい せいかつ 上 １・２ Ａ４ １３０ 

あしたへ ジャンプ 新編 新しい 生活 下 １・２ Ａ４ １２２ 

4 

 

大日本 新版 たのしいせいかつ 上 だいすき １・２ Ａ４ １４０ 

新版 たのしいせいかつ 下 ひろがれ １・２ Ａ４ １２８ 

11 学図 みんなとまなぶ しょうがっこう せいかつ 上 １・２ Ａ４変型 １４０ 

みんなとまなぶ しょうがっこう せいかつ 下 １・２ Ａ４変型 １３２ 

17 教出 せいかつ上 みんな なかよし １・２ Ａ４ １３０ 

せいかつ下 なかよし ひろがれ １・２ Ａ４ １３０ 

26 信教 せいかつ 上 あおぞら １・２ ＡＢ １２８ 

せいかつ 下 そよかぜ １・２ ＡＢ １０４ 

38 光村 せいかつ たんけんたい 上 はじめてが いっぱい １・２ Ａ４ １３７ 

せいかつ たんけんたい 下 はっけん だいすき １・２ Ａ４ １２７ 

61 啓林館 わくわく せいかつ上 １・２ ＡＢ １４８ 

いきいき せいかつ下 １・２ ＡＢ １３８ 
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種目名（  生活  ） 

項 
目 

観 点 の 具 体 2 東書 新編 新しい 生活 

(1) 
内
容 
の 
特
徴 
・ 
表 
現 

① 基礎的・基本的な生活上必要な習慣や技能
の確実な定着を図るために、身近な人々や
社会、自然とかかわる具体的な体験や活動
がどのように取り上げられているか。 

 

① 校内を探検する中で、あいさつや質問のマナー、
安全について考えること等、体験を通して生活上
必要な力を身に付けるための活動が設定されてい
る。観察活動に必要な技能が身に付けられるよう、
観察カードの書き方や観察する時の視点が示され
ている。 

 

② 生活の知識及び技能を活用し、自分自身や
自分の生活について多様な方法を使って考
え表現する力を育成する活動がどのように
取り上げられているか。 

 

② 動くおもちゃ作りでは、動く仕組みに興味を持た
せ、もっと動かしたいという意欲につなげるなど、
児童が考えるための工夫がされている。各単元に
考えるきっかけや深めるヒントが示され、単元の
終わりには、カードや新聞、パンフレット等多様
な方法で学びを伝える活動が紹介されている。 

 

③ 自分の思いや願いを生活に生かし主体的に
活動する態度を育成するために、教材や学
習活動がどのように取り上げられている
か。 

 

③ 「じぶんでできるよ」では、体験したことや学ん
だことを終末で振り返り、実生活につなげるよう
なイラストが掲載されている。巻末の「かつどう
べんりちょう」では、具体的な活動例が挙げられ、
児童が学びを深めている様子が具体的に示されて
いる。 

 

④ 幼児期の教育や中学年以降の学習、実生活
とのつながりを踏まえ、言語活動や情報活
用能力、問題発見・解決能力を育成するこ
とができる活動の内容がどのように取り上
げられているか。 

 

④ 上巻では、幼児期との接続が示されている。全体
を通して、イラストを用いて生活科の「見方、考
え方」を生かした活動のヒントが示されている。
「学びをふかめる」では、気付きの質が高まる姿
が具体化され、深い学びの過程が示されている。
ＩＣＴ活用例が具体的に示されている。 

 

⑤ 伝統的な行事等への関心を高め、地域への
親しみや愛着を持つとともに、国際理解を
深めることができる活動の内容がどのよう
に取り上げられているか。 

  
 

⑤ 上巻の「やってみよう」では、昔遊びの様子が写
真で紹介されている。下巻では、各地の伝統的行
事や祭りなどの様子が季節とともに写真やイラ
ストで掲載されている。外国にルーツをもつ児童
の写真やイラストが掲載されている。  

  

(2) 
構 
成 
・ 
配 
列 
及 
び 
分 
量 
等 

 内容の構成・配列、全体の分量及び配分や
表記、また、目次、索引、凡例、諸表その
他の使用上の便宜について、どのような特
徴があるか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 季節の流れを軸に、内容のまとまりごとに単元が
配列され、上巻では学校やその周辺、下巻では地
域全体へと活動範囲が広がるように学習活動が構
成されている。サイズはＡ４判で、単元扉には児
童の活動のようすやつぶやき、作品例等を見開き
に掲載し、活動の見通しが持てるようになってい
る。巻末には活動に即して身に付ける習慣や技能、
学び方をまとめた資料が掲載されている。 
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種目名（  生活  ） 

項 
目 

観 点 の 具 体 4 大日本 新版 たのしいせいかつ 

(1) 
内
容 
の 
特
徴 
・ 
表 
現 

① 基礎的・基本的な生活上必要な習慣や技能
の確実な定着を図るために、身近な人々や
社会、自然とかかわる具体的な体験や活動
がどのように取り上げられているか。 

 
 
 

① 上巻「はなややさい、おおきくなってね」では、土
づくり、植物を使った遊び等、栽培活動における多
様な体験が示されている。観察技能の基礎が身に付
けられるよう「かんさつめいじん」では、「並べて・
自分と比べて」「かぐ・さわる・聞く」等の視点が
示されている。 

 

② 生活の知識及び技能を活用し、自分自身や
自分の生活について多様な方法を使って考
え表現する力を育成する活動がどのように
取り上げられているか。 

 
 
 

② 下巻「わたしの町はっけん」では、地域の方の話
を聞き、疑問を持った上で、再度話を聞いてより
深くその人のことや自分との関わりを知ることが
できるようにされている。学んだことをみんなに
知らせるためにＩＣＴを活用するなど、発表方法
の工夫が示されている。 

 

③ 自分の思いや願いを生活に生かし主体的に
活動する態度を育成するために、教材や学
習活動がどのように取り上げられている
か。 

 
 
 

③ 上下巻ともに、活動の見通しが持てるよう、巻頭
に「やってみようせいかつか」が設けられている。
「かぞくだいすきだよ」は、身近な人を笑顔にし
たいという願いにつなげられる内容になってい
る。自分の思いや願いを表現するために、自分の
考えを書くスペースが設けられている。 

 

④ 幼児期の教育や中学年以降の学習、実生活
とのつながりを踏まえ、言語活動や情報活
用能力、問題発見・解決能力を育成するこ
とができる活動の内容がどのように取り上
げられているか。 

 
 

④ 幼児期で得た諸感覚の活用や遊びを通した活動が
重視されている。「せいかつことば」としてページ
の隅に多様な言語表現が紹介されている。「がくし
ゅうのどうぐばこ」では、学習方法について具体
的に示され、中学年以降でも活用できる内容とな
っている。 

 

⑤ 伝統的な行事等への関心を高め、地域への
親しみや愛着を持つとともに、国際理解を
深めることができる活動の内容がどのよう
に取り上げられているか。 

  
 

⑤ 上巻「ふゆだいすき」では、伝統的なまつりや日
本の遊びが取り上げられている。外国にルーツを
持つ児童のイラストが登場し、読者への気付きを
促す言葉が掲載されている。下巻の巻末には、各
国の国旗やあいさつ、料理等が紹介されている。 

 

(2) 
構 
成 
・ 
配 
列 
及 
び 
分 
量 
等 

 内容の構成・配列、全体の分量及び配分や
表記、また、目次、索引、凡例、諸表その
他の使用上の便宜について、どのような特
徴があるか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 季節の流れに沿った大単元構成で、学習内容が各
単元の中で一体的に取り上げられており、上巻か
ら下巻へと、学習内容が深まるように構成されて
いる。派手な色使いを抑え、余白を適切に使った
シンプルな画面構成である。ページ下部に児童の
気持ちが表現できるように言葉を書き込める吹き
出しや、色を塗るマークが掲載されている。 
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種目名（  生活  ） 

11 学図 みんなとまなぶ しょうがっこう せいかつ 17 教出 せいかつ 

① 上巻「ありがとうがいっぱい」では、仕事に挑戦
した経験を互いに交流し合う活動が設定されてい
る。下巻「作ってあそぼう うごくおもちゃ」で
は、おもちゃを作って遊んだ後、もっとパワーア
ップさせようと試みるなど、気付きや学びを高め
る工夫がされている。 

① 気付きや疑問を基に学びを深めていくために、校
内や町を探検する活動が繰り返し設定されてい
る。観察や活動における基本的な技能が身に付け
られるよう、活動内容に応じて「比べる」「結び
つける」「見方を変える」などの視点が示されて
いる。 

 
② 「野さいしんぶん」「ダンゴムシはっ見カード」等、

自分が見つけたことや学んだことをまとめ、掲示
や本づくり、発表等で工夫して伝える活動が設定
されている。「生き物とともだち」では、どんな世
話をしたら生き物がすみやすいかなどと問いか
け、考えるきっかけを示している。 

② 下巻「作ってためして」では、材料の組み合わせや
力と動きの関係等、視点を変えて活動を重ねること
で、動くおもちゃの面白さに気付き、達成感を味わ
えるようにされている。感じたこと等を絵や文字で
表したワークシートが紹介されており、表現力の育
成につなげられるようになっている。 

 
③ 表紙及び裏表紙に、２年間の学習内容を見通すこ

とができる写真やイラストが掲載されている。主
体的な活動につなげる「ものしり図かん」「ものし
りノート」が設けられている。単元末の「もっと
◯◯◯」では、学習したことを活用し、実生活で
もやってみたいなと思う内容になっている。 

 

③ 気付きの質を高めるキャラクターの言葉掛けが掲
載されている。「もしも」には、児童の興味・関心
を高め、思考を広げたり深めたりするきっかけと
なる問い掛けが掲載されている。学習の動機づけ、
主体的な活動につなげる「わくわくスイッチ」が
設けられている。  

④ 小学校生活を安心して始められるよう、上巻に「は
じまるよしょうがっこう」が設けられている。巻
末の「まなびかたずかん」では、学ぶ力をつける
ため、話し方、聞き方､発表の仕方等が掲載されて
いる。作文の書き方では、書き始めや書く際のポ
イントが具体的に示されている。 

 

④ 上巻「はじめのいっぽ」では、幼児期の経験が挿
絵で表されており、学童期への移行をスムーズに
つなげる工夫がある。「はってん」のコラムと「楽
しかったね生活科」は、中学年以降の教科の学び
と繋げる仕組みとなっている。「学びのポケット」
では、他教科の学習との関連が示されている。 

⑤ 上巻「ふゆをたのしもう」では、高齢者から教わ
りながら昔遊びをしている様子や遊び方が、写真
やイラストで掲載されており、下巻では日本の伝
統的な祭りが紹介されている。下巻から外国にル
ーツを持つ児童がイラストで登場している。 

 

⑤ 下巻「わたしのまちのじまん」では、日本の歴史
的建造物や伝統料理が紹介されている。表紙や各
単元に、外国にルーツを持つ児童の写真やイラス
トが掲載されている。児童への問い掛けや学習の
方向性を示すコメントが掲載されている。 

 

 上巻から下巻へと、活動や体験の場が広がるよう
単元が配置されている。「わたしのあさがお」では、
種まきから種の収穫までが一単元にまとめられて
いる。目次には 1 年間の見通しを持つことができ
るよう単元を実施する時期が示されている。最終
ページには、保護者に各単元のねらいが紹介され
ている。Ａ４判より縦が２㎝短い紙面で、各見開
き左上に単元における本時の位置づけが示されて
いる。 

 上巻から下巻へと、児童の行動範囲や気付きが広
がるよう構成されている。目次には１年間の見通
しを持つことができるよう、単元を実施する時期
の目安と単元インデックスが示されている。また、
各ページの左上部に、各単元で特に児童に育成し
たい力がサイコロ型で示されている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



44 
 

種目名（  生活  ） 

項
目 

観 点 の 具 体 26 信教 せいかつ 

(1) 
内
容 
の 
特
徴 
・ 
表 
現 

① 基礎的・基本的な生活上必要な習慣や技能
の確実な定着を図るために、身近な人々や
社会、自然とかかわる具体的な体験や活動
がどのように取り上げられているか。 

 

① 上巻「いきものといっしょ」では、ヤギやウサギ
の世話、小屋づくり等、全身で生き物と関わり合
い、生き物や自然への理解を深めるための活動が
取り上げられている。下巻「わたしたちがすむ町」
では、人と関わりながら町の特徴、歴史、行事等
に触れる活動が設定されている。 

 

② 生活の知識及び技能を活用し、自分自身や
自分の生活について多様な方法を使って考
え表現する力を育成する活動がどのように
取り上げられているか。 

 

② 単元の振り返りでは、自分の成長を実感できるよ
う、自分の生活や地域との関わり方等を記録に残
す活動が設定されている。また、継続して観察し
た記録を本や巻物、かるたにまとめたり、家族や
地域の方に紹介したりするなど、工夫して表現す
る例が示されている。 

 

③ 自分の思いや願いを生活に生かし主体的に
活動する態度を育成するために、教材や学
習活動がどのように取り上げられている
か。 

 

③ 主体的な活動に繋がるよう、作文、詩、歌等が学
習に関連付けて取り上げられている。地域に根ざ
した「人・もの・こと」との関わりやふれあい、
交流を通して、自己の思いや願いに気付き、学び
が深まるよう、地域の方の協力を得ながら活動す
る場面が取り上げられている。 

 

④ 幼児期の教育や中学年以降の学習、実生活
とのつながりを踏まえ、言語活動や情報活
用能力、問題発見・解決能力を育成するこ
とができる活動の内容がどのように取り上
げられているか。 

 
 

④ 入学期の子どもの発達段階を考慮し、具体的な体
験や遊びから、様々な学習へ繋がるよう活動が紹
介されている。中学年以降の教科及び総合的な学
習の時間へ繋がるよう、タブレット型端末等、情
報機器の活用が取り上げられている。 

 

⑤ 伝統的な行事等への関心を高め、地域への
親しみや愛着を持つとともに、国際理解を
深めることができる活動の内容がどのよう
に取り上げられているか。 

  
 

⑤ 季節の行事や地域の伝統が紹介されており、地域
への愛着が深まるような工夫がされている。下巻
「わたしたちがすむまち」では、伝統芸能や史跡
等を調べる活動が紹介されている。外国にルーツ
をもつ児童がイラストで取り上げられている。 

 

(2) 
構 
成 
・ 
配 
列 
及 
び 
分 
量 
等 

 内容の構成・配列、全体の分量及び配分や
表記、また、目次、索引、凡例、諸表その
他の使用上の便宜について、どのような特
徴があるか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 地域性を考慮した教材と季節を通した直接体験に
よる気付きを重視し、生活や活動に合わせた時系
列で単元が構成されており、学校での実践の様子
が、写真やイラスト等で分かりやすく紹介されて
いる。右開きで製本され、説明文、学習カード等
は縦書きで記されている。巻頭ページに生活科の
ねらい等を説明した保護者へのメッセージが掲載
されている。 
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種目名（  生活  ） 

38 光村 せいかつ たんけんたい 61 啓林館 せいかつ 

① 花や野菜を育てる体験を通して他者の存在や、町
で働く人々の思いに気付く等、活動を通じて学び
を深める工夫がされている。生活科で育成したい
力を14項目に整理し、活動を進める中でヒントや
振り返りとして提示することで、知識や技能とし
て定着できるようになっている。 

 

① 校内から校外へと活動範囲を広げる中で、挨拶や
聞き方、マナー等の育成したい力を身に付けられ
るよう活動が設定されている。具体的な活動場面
を示した吹き出しやイラストの中にヒントが盛り
込まれ、活動が広がったり深まったりするように
工夫されている。 

 
② 考える力を育むことができるよう、活動の中に相

談したり試行錯誤したりしながら、解決策や改善
策を考える場面が設定されている。また、単元の
最後には、相手に応じた方法で、調べたことや学
んだことを表現し、伝える活動の場面が設けられ
ている。 

 

② 生き物の世話を継続したり、動くおもちゃ作り等
に繰り返し挑戦したりするなど、気付きや考えを
深める活動が設定されている。また、多様な考え
を引き出せるよう、Ｙチャート、ピラミッドチャ
ート、ステップチャート等、考えるための技法を
可視化する方法が紹介されている。 

 
③ 自分の経験と結びつけたり、考えたりできるよう

「こんなこともあるかもね」など、イラストを使
ったコラムが設定されている。各単元の最後には、
学習を通して得た思いや願いを生活につなげてい
くことができるよう、振り返りのページが設けら
れている。 

 

③ 低学年の児童が楽しく学べる内容が豊富にあり、
児童の知的好奇心を高める工夫がある。単元導入
時に児童の生活体験や身の回りの人との関わりを
振り返る「わくわくたいむ」が設定されており、
児童の思いや願いを引き出した上で、主体的に学
習活動に臨めるような工夫がなされている。 

 
④ 上巻最初の単元には、スタートカリキュラムとの

関連が、下巻最後の単元には、中学年での学習へ
の繋がりが示されている。自分の思いを言語化し、
次時の学習や実生活とのつながりを意識できるよ
う、各小単元に「ふりかえろう」が位置付けられ
ている。 

 

④ 上巻巻頭には幼児期からの学びをつなぐ「すたあと
ぶっく」、下巻巻末には中学年以降の学習とつなぐ
「ステップブック」があり、学びを繋げる工夫がさ
れている。各教科との関連があるページには、教科
名が明記されたマークと具体例が示され、学びのつ
ながりが意識しやすいつくりとなっている。 

 
⑤ 上巻「なつのたのしみ」や「ふゆのたのしみ」、下

巻「きせつのくらし」では、祭りや季節の行事、
旬の食べ物等が写真で掲載されている。上下巻と
もに外国にルーツをもつ児童が写真で取り上げら
れている。 

 

⑤ 上巻では、夏や冬の生活や地域の祭りの様子が写
真やイラストで紹介されている。下巻では、四季
の旬の食べ物や伝統行事、各地の祭りの様子が掲
載されている。上下巻を通じて外国にルーツを持
つ児童のイラストが掲載されている。 

 

 上巻から下巻へと、活動や体験の場が広がり、内
容も深まるよう学習内容が配置されている。全単
元の冒頭に、学習活動や表現のバリエーションが
増えるよう「学習過程が分かる写真」「児童のつぶ
やき例」「学び方のヒント」「生活体験の振り返り」
等が配置されている。特定の単元に留まらない汎
用的なスキルや資料等が別冊付録としてまとめら
れている。 

 学びが繰り返し深まるように「わくわく」（導入）、
「いきいき」（主たる活動）、「ぐんぐん」（振り返
り）の３段階で各単元が構成されている。上巻は、
学校とその周辺を主として、下巻は地域を主とし
て内容が配列されている。最終ページで、教科書
の構成等が保護者へ向けて示されている。巻末付
録の「がくしゅうずかん」が活動に応じて参照で
きるよう、本編に関連ページが掲載されている。 
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「令和６年度使用義務教育諸学校（小学校）の教科用図書（文部科学大臣の検定を経た

教科用図書）研究資料」 

 

 

 

 

 

８ 

 

教科  音楽 

 

種目  音楽 
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〈文部科学大臣の検定を経た教科用図書一覧〉 

発行者 
書名 

使用 

学年 
判型 ページ数 

番号 略称 

17 教出 小学音楽 おんがくのおくりもの１ １ ＡＢ変型 ８２ 

小学音楽 音楽のおくりもの２ ２ ＡＢ変型 ８２ 

小学音楽 音楽のおくりもの３ ３ ＡＢ変型 ８６ 

小学音楽 音楽のおくりもの４ ４ ＡＢ変型 ８８ 

小学音楽 音楽のおくりもの５ ５ ＡＢ変型 ８８ 

小学音楽 音楽のおくりもの６ ６ ＡＢ変型 ８８ 

27 教芸 小学生のおんがく １ １ ＡＢ変型 ８２ 

小学生の音楽 ２ ２ ＡＢ変型 ８２ 

小学生の音楽 ３ ３ ＡＢ変型 ８６ 

小学生の音楽 ４ ４ ＡＢ変型 ８６ 

小学生の音楽 ５ ５ ＡＢ変型 ８６ 

小学生の音楽 ６ ６ ＡＢ変型 ８６ 
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種目名（  音楽  ） 

項
目 

観 点 の 具 体 17 教出 小学音楽 

(1) 
内
容 
の 
特
徴 
・ 
表 
現 

① 音楽に対する感性を働かせ、音楽表現を生
み出したり、音楽のよさ等を見出だしたり
する等、基礎的・基本的な知識及び技能の
確実な定着を図るために、教材や学習活動
がどのように取り上げられているか。 

 

① 新しく学習する音符や記号、リコーダーの運指等
がページ端に掲載されている。第２～６学年では、
巻頭に「スキルアップ」と題し、歌声とリズムの
トレーニングができる楽曲が掲載されている。音
楽づくりや鑑賞教材のページでは、学びや気付き
が書き込めるようになっている。 

 

② 曲想と音楽の構造等との関わりについての
理解や、表現の技能を活用し、表したい音
楽表現を工夫したり、音楽を味わって聴い
たりするために、教材や学習活動がどのよ
うに取り上げられているか。 

 

② 音楽を形づくっている要素が「音楽のもと」とし
て見開きごとに示されており、第３～６学年では、
気付いたこと等をメモできるようページが構成さ
れている。表現や鑑賞の活動の参考となる写真や
イラストが掲載されている。 

 

③ 主体的に学習に取り組む態度を養うととも
に、補充的な学習や発展的な学習、家庭で
の自主的な学習が促されるために、教材や
学習活動がどのように取り上げられている
か。 

 

③ 学習の見通しや活動が「学習マップ」に示されて
いる。どのように学ぶかが「まなびナビ」に示さ
れていたり、関連のあるページやこれまでの学習
を思い出すためのページが示されたりしている。
全学年共通した楽曲が全校合唱として紹介されて
おり、各学年に応じた難易度で演奏できるよう異
なる楽譜が掲載されている。 

 

④ 音や音楽と自分との関わりを築いていける
よう、実生活や社会の中の音や音楽の働き
についての意識を深め、音楽科の特質に応
じた言語活動の内容をどのように位置付け
たり、情報活用能力を育成したりすること
ができる活動の内容がどのように取り上げ
られているか。 

 

④ 生活や社会と音楽との関わりについて考えるため
に、第４学年では各地のお祭りが、第５学年では
民謡が紹介されている。複数人で工夫しながら音
楽づくりをしたり、鑑賞では思ったことを伝え合
ったりするよう示されている。必要に応じて学習
に役立つ情報をウェブサイトで見られるように、
閲覧できる資料と関連する箇所に二次元コードが
示されている。 

 

⑤ 我が国や郷土の伝統・文化について理解を深
め、尊重する態度を育てるとともに、他国を
尊重する態度を養うことができる活動の内
容がどのように取り上げられているか。 

 

  

⑤ 共通教材や日本で歌い継がれている楽曲が「にっ
ぽんのうた みんなのうた」として掲載されてい
る。世界の音楽を楽しむために、第３学年では「日
本と世界の音楽」として日本や世界の子どもの歌
が、第６学年では「世界の音楽」として諸外国の
様々な声や楽器による音楽が、掲載されている。  

  

(2) 
構 

成 

・ 

配 

列 

及 

び 

分 

量 

等 

 内容が系統的に構成され、学習を効果的に
進めるために適切な配列であり、全体の分
量及びその配分や表記が指導上適切である
ことや、目次、索引、凡例、諸表その他使
用上の便宜について、どのような特徴があ
るか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 共通歌唱教材では、情景がイメージしやすいよう
に、折込みページで大きな写真が掲載されている。
巻末には「音楽のもと」や「音楽を表すいろいろ
な言葉」、「楽器図鑑」、リコーダーの運指表、音符
や休符、記号等が学習する学年に応じてまとめら
れている。 
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種目名（  音楽  ） 

項
目 

観 点 の 具 体 27 教芸 小学生の音楽 

(1) 
内
容 
の 
特
徴 
・ 
表 
現 

① 音楽に対する感性を働かせ、音楽表現を生
み出したり、音楽のよさ等を見出だしたり
する等、基礎的・基本的な知識及び技能の
確実な定着を図るために、教材や学習活動
がどのように取り上げられているか。 

 

① 第１～４学年では、「そだてよう」と題し、音楽の
力を育てるために繰り返し行う活動が掲載されて
いる。新しく学習する音符や休符、記号などが「が
くふマスター」として掲載されており、音符や休
符はなぞったり書き込んだりすることができるよ
うになっている。 

 

② 曲想と音楽の構造等との関わりについての
理解や、表現の技能を活用し、表したい音
楽表現を工夫したり、音楽を味わって聴い
たりするために、教材や学習活動がどのよ
うに取り上げられているか。 

 

② 音楽を形づくっている要素がページ端に掲載され
ている。知識や技能を活用して表現や鑑賞をする
ための活動が、「考える」「見つける」「歌う」等の
マークで示されている。音の高さやリズムが視覚
的に捉えられるよう、図形楽譜が示されている。 

 

③ 主体的に学習に取り組む態度を養うととも
に、補充的な学習や発展的な学習、家庭で
の自主的な学習が促されるために、教材や
学習活動がどのように取り上げられている
か。 

 

③ 学びをより深めるために、キャラクターの吹き出
しによって学習を促す内容が示されていたり、こ
れまでに学習したことをもう一度確かめるための
ページが示されたりしている。また、「チャレンジ」
として、より進んだ学習活動や、「ステップアップ」
として、知識をより広げるための学習が示されて
いる。 

 

④ 音や音楽と自分との関わりを築いていける
よう、実生活や社会の中の音や音楽の働き
についての意識を深め、音楽科の特質に応
じた言語活動の内容をどのように位置付け
たり、情報活用能力を育成したりすること
ができる活動の内容がどのように取り上げ
られているか。 

 

④ 第１学年の音楽づくりでは、学校の中で聞こえる
音を探して声で表して紹介したり、第２学年では、
生活の中にある音を楽しむために動物等の鳴き声
を用いて活動したりするよう示されている。第６
学年では、著作権について示されている。必要に
応じて、学習に役立つ音楽や資料を見たりするこ
とができるよう、ページ右上にウェブサイトの二
次元コードが示されている。 

 

⑤ 我が国や郷土の伝統・文化について理解を深
め、尊重する態度を育てるとともに、他国を
尊重する態度を養うことができる活動の内
容がどのように取り上げられているか。 

 

  

⑤ 共通教材は「こころのうた」として、日本で歌い
継がれている楽曲は「歌いつごう日本の歌」とし
て掲載されている。第６学年では、日本や世界の
音楽に親しむために、日本の雅楽と合わせて、「世
界の国々の音楽」として合奏の音楽が掲載されて
いる。 

 

(2) 
構 

成 

・ 

配 

列 

及 

び 

分 

量 

等 

 内容が系統的に構成され、学習を効果的に
進めるために適切な配列であり、全体の分
量及びその配分や表記が指導上適切である
ことや、目次、索引、凡例、諸表その他使
用上の便宜について、どのような特徴があ
るか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学習のまとまりごとに、学習を振り返り、次の学
習につなげていけるような内容が示されている。
巻末には、「ふり返りのページ」やリコーダーの運
指表、音符や休符、記号等がまとめられており、
当該学年の既習事項が色分けされていたり、扱っ
たものについてはページが示されたりしている。 
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「令和６年度使用義務教育諸学校（小学校）の教科用図書（文部科学大臣の検定を経た

教科用図書）研究資料」 

 

 

 

 

 

９ 

 

教科  図画工作 

 

種目  図画工作 
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〈文部科学大臣の検定を経た教科用図書一覧〉 

発行者 
書名 

使用 

学年 
判型 ページ数 

番号 略称 

9 開隆堂 ずがこうさく１・２上 わくわくするね １・２ Ａ４ ６４ 

ずがこうさく１・２下 みつけたよ １・２ Ａ４ ６４ 

図画工作３・４上 できたらいいな ３・４ Ａ４ ６４ 

図画工作３・４下 力を合わせて ３・４ Ａ４ ６４ 

図画工作５・６上 心をひらいて ５・６ Ａ４ ６４ 

図画工作５・６下 つながる思い ５・６ Ａ４ ６８ 

116 日文 ずがこうさく１・２上 まるごと たのしもう １・２ Ａ４ ６８ 

ずがこうさく１・２下 まるごと たのしもう １・２ Ａ４ ６４ 

図画工作３・４上 ためす 見つける ３・４ Ａ４ ６４ 

図画工作３・４下 ためす 見つける ３・４ Ａ４ ６４ 

図画工作５・６上 わたしとひびき合う ５・６ Ａ４ ７０ 

図画工作５・６下 わたしとひびき合う ５・６ Ａ４ ６８ 
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種目名（  図工  ） 

項
目 

観 点 の 具 体 9 開隆堂 図画工作 

(1) 
内
容 
の 
特
徴 
・ 
表 
現 

① 造形的な創造活動の基礎的・基本的な知識
及び技能の確実な定着を図るために、教材
や学習活動がどのように取り上げられてい
るか。 

 

① 各題材では、学習のめあてが３観点で示されてい
る。特に重点となるめあては下線で強調され、対
応したキャラクターによって学習のポイントが示
されている。巻末の「学びの資料」には、形や色
等の造形要素、技法や材料、用具等についての基
礎的・基本的な事項がまとめて示されている。 

 

② 造形的な視点についての実感的な理解や創
造的な技能を活用し、発想や構想をしたり、
作品などに対する自分の見方や感じ方を深
めたりするために、教材や学習活動がどの
ように取り上げられているか。 

 

② 各巻の「ひらめきショートチャレンジ」では、造
形的な発想の方法を短時間で実験的に学ぶ活動が
紹介されている。また、「小さな美術館」では、表
現の題材と一体的に扱える鑑賞作品が取り上げら
れており、図画工作の見方や考え方を広げる視点
がイラストのマークとともに示されている。 

 

③ 主体的に学習に取り組む態度を養うととも
に、補充的な学習や発展的な学習、家庭で
の自主的な学習が促されるために、教材や
学習活動がどのように取り上げられている
か。 

 

③ 各題材の右下部の「あわせて学ぼう」では、他教
科等と関連付けて学習するためのヒントが紹介さ
れている。「ＳＤＧｓコラム」では、ＳＤＧｓに関
わる造形的な取組や海外の児童作品が掲載されて
いる。また、ＳＤＧｓに配慮した材料の選び方や
再利用の仕方等も紹介されている。 

 

④ 図画工作科の特質に応じた言語活動や情報
活用に関する活動を通して、実生活や社会
の中の形や色などと豊かにかかわる資質・
能力を育成することができる内容がどのよ
うに取り上げられているか。 

 

④ 中、高学年の「つながる造形」では、身近な案内
看板やマーク、公共の場所での設備の工夫、美術
館の楽しみ方等、図画工作と社会との関わりの事
例が紹介されている。また、映像や写真、ワーク
シート等が、題材ごとにまとめられており、接続
するための二次元コードが掲載されている。 

 

⑤ 我が国や郷土の美術作品や伝統・文化など
について理解を深め、尊重する態度を育て
るとともに、他国を尊重し、国際社会の平
和と発展に寄与する態度を養うことができ
る活動の内容がどのように取り上げられて
いるか。 

  

⑤ 各巻の「みんなのギャラリー」では、地域の伝統
や素材を生かした造形活動が掲載されている。第
５･６学年下巻の「よさを感じて取り入れて」では、
日本と西洋の表現の特徴やよさを比較する作品が
取り上げられている。また、人々の幸せや平和を
テーマとして、池田学や岡本太郎の作品が紹介さ
れている。  

 

(2) 
構 

成 

・ 

配 

列 

及 

び 

分 

量 

等 

 内容が系統的に構成され、表現及び鑑賞の
活動の関連を図る等の学習を効果的に進め
るために適切な配列であり、全体の分量及
びその配分や表記が指導上適切であること
や、表紙、目次、巻頭・巻末の資料、挿絵、
写真、図版、レイアウトその他使用上の便
宜について、どのような特徴があるか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 巻頭には、表紙の題字に連動した導入のページ、
マークの紹介等が掲載されている。巻末には、１
年間の学習を振り返る視点が示されている。各題
材は、見開き 2 ページを基本に構成されており、
児童の思いや工夫したこと等が、吹き出しや作品
下のコメントとして記載されている。また、作品
には、指示を明確にするための図版番号が付けら
れている。 
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種目名（  図工  ） 

項
目 

観 点 の 具 体 116 日文 図画工作 

(1) 
内
容 
の 
特
徴 
・ 
表 
現 

① 造形的な創造活動の基礎的・基本的な知識
及び技能の確実な定着を図るために、教材
や学習活動がどのように取り上げられてい
るか。 

 

① 各題材では、学習のめあてが３観点５項目で示さ
れている。特に重点となるめあてのポイントとし
て、「表現のヒント」「鑑賞のヒント」が示されて
いる。巻末の「材料と用具のひきだし」には、技
法の手順、材料や用具の安全な取り扱い方等の基
礎的・基本的な事項がまとめて示されている。 

 

② 造形的な視点についての実感的な理解や創
造的な技能を活用し、発想や構想をしたり、
作品などに対する自分の見方や感じ方を深
めたりするために、教材や学習活動がどの
ように取り上げられているか。 

 

② 各巻の「図工のみかた」では、発想や構想や表現
のヒントになる投げかけが、写真やイラストとと
もに示されている。「教科書美術館」では、表現の
題材と一体的に扱える鑑賞作品が取り上げられて
いる。また、高学年では、考えるための技法を使
って表し方を整理する方法が紹介されている。 

 

③ 主体的に学習に取り組む態度を養うととも
に、補充的な学習や発展的な学習、家庭で
の自主的な学習が促されるために、教材や
学習活動がどのように取り上げられている
か。 

 

③ 各題材の右下部の「つながる学び」では、他教科等
との関わりが示されている。特に、第３･４学年下
巻からプログラミングを活用した題材が示されて
いる。また、各巻にブラウザ上で動かせるアート・
カードが掲載されており、発達段階に応じた活用例
や対話しながら鑑賞する方法が紹介されている。 

 

④ 図画工作科の特質に応じた言語活動や情報
活用に関する活動を通して、実生活や社会
の中の形や色などと豊かにかかわる資質・
能力を育成することができる内容がどのよ
うに取り上げられているか。 

 

④ 各巻の「広がる図工」では、身近に見られるマー
クやキャラクター、廃材を利用した作品の制作や
展示、美術館の役割や楽しみ方等、図画工作と社
会とのかかわりの事例が紹介されている。また、
映像や写真、アニメーション制作のアプリ等に接
続するための二次元コードが掲載されている。 

 

⑤ 我が国や郷土の美術作品や伝統・文化など
について理解を深め、尊重する態度を育て
るとともに、他国を尊重し、国際社会の平
和と発展に寄与する態度を養うことができ
る活動の内容がどのように取り上げられて
いるか。 

  

⑤ 第５･６学年下巻の「もようから見つけて」では、
着物やガラス工芸品、日本の伝統文様等が紹介さ
れている。「墨と水から広がる世界」では、作品の
他に和紙や伝統工芸が紹介されている。また、「平
和を願って」では、ピカソ作「ゲルニカ」や広島、
長崎の児童や作家による造形活動が取り上げられ
ている。 

 

(2) 
構 

成 

・ 

配 

列 

及 

び 

分 

量 

等 

 内容が系統的に構成され、表現及び鑑賞の
活動の関連を図る等の学習を効果的に進め
るために適切な配列であり、全体の分量及
びその配分や表記が指導上適切であること
や、表紙、目次、巻頭・巻末の資料、挿絵、
写真、図版、レイアウトその他使用上の便
宜について、どのような特徴があるか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 巻頭には、題材のページの構成やマークを紹介し
た「教科書の使い方」や「学習の進め方」、表紙の
副題と連動した導入の鑑賞ページ等が掲載されて
いる。各学年の下巻には、１年間の学習を振り返
る視点が示されている。各題材は、見開き 2 ペー
ジを基本に構成されており、児童の思いや工夫し
たこと等が、活動の様子や作品の吹き出しで記載
されている。 
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「令和６年度使用義務教育諸学校（小学校）の教科用図書（文部科学大臣の検定を経た

教科用図書）研究資料」 

 

 

 

 

 

１０ 

 

教科  家庭 

 

種目  家庭 
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〈文部科学大臣の検定を経た教科用図書一覧〉 

発行者 
書名 

使用 

学年 
判型 ページ数 

番号 略称 

2 東書 新編 新しい家庭 ５・６ 

私がつくる みんなでつくる 明日をつくる 
５・６ Ａ４ １５０ 

9 開隆堂 わたしたちの家庭科 ５・６ ５・６ Ａ４ １５４ 
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種目名（  家庭  ） 

項
目 

観 点 の 具 体 2 東書 新編新しい 家庭 

(1) 
内
容 
の 
特
徴 
・ 
表 
現 

① 日常生活に必要な基礎的・基本的な知識及び
技能の確実な定着を図るために、教材や学習
活動がどのように取り上げられているか。 

 

 

 

① 図や写真で確認しながら活動することで、基礎的
な知識及び技能が定着するように、「いつも確かめ
よう」が示されている。また、巻末には、包丁の
持ち方等が教科書の上に手を乗せて確認できるよ
うに写真が実物大で示されている。 

 

② 家庭の知識及び技能が様々な場面で生きて
働くよう、自ら考え、判断し、表現する力
を育むために、教材や学習活動がどのよう
に取り上げられているか。 

 

② 児童が題材を通して学んだ知識及び技能を基にし
て考え、自分の言葉で表現することができるよう
に、具体的なレポートや表の記述例が「考えよう」、
「話し合おう」として掲載されている。 

 

③ 主体的に学習に取り組む態度を養うととも
に、補充的な学習や発展的な学習、家庭で
の自主的な学習が促されるために、創意工
夫がどのようになされているか。 

 

 

 

③ 生活の中から課題を見付けられるように促し、家
庭学習につないでいけるように生活の課題と実践
が「生活を変えるチャンス！」として示されてい
る。また、児童が主体的に家庭や地域で取り組め
る具体例が「夏休みわくわくチャレンジ！」や「深
めよう」で示されている。 

 

④ 身近な生活の課題を解決し、家庭や地域で
実践する能力を身に付けさせるために、言
語能力や情報活用能力、問題発見・解決能
力を育成することができる活動の内容がど
のように取り上げられているか。 

 

④ 題材の導入では、自分なりに課題を持って学習に
取り組めるように、児童の身近な場面が具体的に
写真等で示されている。「調べよう」では、児童に
身近な生活の課題が具体的に示されている。 

 

 

⑤ 我が国や郷土の伝統・文化について理解を
深め、尊重する態度を育てるとともに、他
国を尊重し国際社会の平和と発展に寄与す
る態度を養うことができる活動の内容がど
のように取り上げられているか。 

  

⑤ 伝統的な内容に、「日本の伝統マーク」が付けられ
ている。異なる視点から日本の文化を捉えられる
ような記事が掲載されている。他国を尊重する態
度を養うため、外国の方と関わる様子がイラスト
の中に示されている。  

  

(2) 
構 

成 

・ 

配 

列 

及 

び 

分 

量 

等 

 内容の構成・配列、全体の分量及びその配
分や表記、目次、索引、凡例、諸表その他
使用上の便宜について、どのような特徴が
あるか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学習内容は第５学年で８題材、第６学年で７題材
から構成されている。問題解決的に学習を進める
ために、どの題材も学習の流れは３ステップで構
成されている。また、学びを深めるために各題材
の導入で生活を見つめるときの見方や考え方が
「家庭科の窓」として示されている。 
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種目名（  家庭  ） 

項
目 

観 点 の 具 体 9 開隆堂 わたしたちの家庭科 

(1) 
内
容 
の 
特
徴 
・ 
表 
現 

① 日常生活に必要な基礎的・基本的な知識及び
技能の確実な定着を図るために、教材や学習
活動がどのように取り上げられているか。 

 

 

 

① 調理や製作等の実習手順が、活動している児童視
点の写真とともに、見開きページで横に流れるよ
うに示されている。また、細部の理解を図ること
ができるように拡大写真やイラストが示されて
いる。 

 

② 家庭の知識及び技能が様々な場面で生きて
働くよう、自ら考え、判断し、表現する力
を育むために、教材や学習活動がどのよう
に取り上げられているか。 

 

② 「話し合おう」や「考えよう」の中で知識及び技能
を活用して考える具体的な活動が示されている。学
びを言葉で表現したり、まとめたりできるように、
振り返りカードとその記述例が示されている。 

 

③ 主体的に学習に取り組む態度を養うととも
に、補充的な学習や発展的な学習、家庭で
の自主的な学習が促されるために、創意工
夫がどのようになされているか。 

 

 

 

③ 学習内容と生活とのつながりを考えることができ
るように、「レッツトライ！生活の課題と実せん」
のページが設けられている。また、発展的な学習
内容に取り組めるように、生活の課題と実践の具
体例が写真やイラストを用いて示されている。 

 

④ 身近な生活の課題を解決し、家庭や地域で
実践する能力を身に付けさせるために、言
語能力や情報活用能力、問題発見・解決能
力を育成することができる活動の内容がど
のように取り上げられているか。 

 

④ 学習内容を生活に生かすことができるように、題材
ごとに「生かす・深める」が設けられている。題材
の導入に、生活の中から問題を発見することを促
す写真や文が掲載されている。 

 

 

⑤ 我が国や郷土の伝統・文化について理解を
深め、尊重する態度を育てるとともに、他
国を尊重し国際社会の平和と発展に寄与す
る態度を養うことができる活動の内容がど
のように取り上げられているか。 

  

⑤ 日本の文化や先人の工夫に気付くことができるよ
うに、日本の伝統的な生活文化には「伝統マーク」
が付けられている。他国への理解を深めることが
できるように、外国の料理や建築物が紹介されて
いる。 

 

(2) 
構 

成 

・ 

配 

列 

及 

び 

分 

量 

等 

 内容の構成・配列、全体の分量及びその配
分や表記、目次、索引、凡例、諸表その他
使用上の便宜について、どのような特徴が
あるか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学習内容は第５学年で11題材、第６学年で９題材
から構成されている。全題材を通して、問題解決
的な学習に取り組むために、３ステップで学習を
進めるよう構成されている。また、生活の営みに
係る見方・考え方の４つの視点がイラストで示さ
れている。 
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「令和６年度使用義務教育諸学校（小学校）の教科用図書（文部科学大臣の検定を経た

教科用図書）研究資料」 

 

 

 

 

 

１１ 

 

教科  体育 

 

種目  保健 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



60 

 

〈文部科学大臣の検定を経た教科用図書一覧〉 

発行者 
書名 

使用 

学年 
判型 ページ数 

番号 略称 

2 東書 新編 新しいほけん ３・４ ３・４ Ａ４ ４６ 

新編 新しい保健 ５・６ ５・６ Ａ４ ７８ 

4 大日本 新版 たのしいほけん３・４年 ３・４ Ａ４ ４６ 

新版 たのしい保健５・６年 ５・６ Ａ４ ７０ 

50 大修館 新 小学校ほけん ３・４年 ３・４ Ａ４変型 ５０ 

新 小学校保健 ５・６年 ５・６ Ａ４変型 ７４ 

207 文教社 新わたしたちのほけん ３・４年 ３・４ Ａ４ ３８ 

新わたしたちの保健 ５・６年 ５・６ Ａ４ ８４ 

208 光文 小学ほけん ３・４年 ３・４ Ａ４ ４２ 

小学保健 ５・６年 ５・６ Ａ４ ６６ 

224 学研 新・みんなのほけん３・４年 ３・４ Ａ４ ５０ 

新・みんなの保健５・６年 ５・６ Ａ４ ９０ 
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種目名（  保健  ） 

項 
目 

観 点 の 具 体 2 東書 新編 新しい保健 

(1) 
内
容 
の 
特
徴 
・ 
表 
現 

① 健康な生活、体の発育・発達、心の健康、
けがの防止及び病気の予防について等、基
礎的・基本的な知識及び技能の確実な定着
を図るために、教材や学習活動がどのよう
に取り上げられているか。 

 
 

① 単元のはじめに、学習内容から目標へとつながる
流れが示されている。「気づく・見つける、調べる・
解決する、深める・伝える、まとめる・生かす」
の４つの学習過程で構成され、「まとめる・生かす」
では、重要語句の確認や学習後の振り返りを記入
する欄が設けられている。 

 

② 健康・安全の大切さに気付く等、知識及び
技能を活用し、自ら考え、判断し、表現す
る力を育むために、教材や学習活動がどの
ように取り上げられているか。 

 
 
 

② 健康についての課題をつかむために、１時間ごと
に「気づく・見つける」が１ページで示されてい
る。４つの学習過程ごとに、自分が気づいたり考
えたりしたことを記入する欄が設けられている。
「深める・伝える」では、ほかの人の意見を聞い
て、考えたこと等を書く欄が設けられている。 

③ 主体的に学習に取り組む態度を養うととも
に、補充的な学習や発展的な学習、家庭での
自主的な学習が促されるために、教材や学習
活動がどのように取り上げられているか。 

 
 
 

③ 小単元のはじめに「学習の課題」が示されている。
小単元の終末には、学習内容を実生活につなげら
れる資料が掲載されている。また、各単元のはじ
めには、関連のある教科等やＳＤＧｓが示されて
おり、各単元の終末に学習を広げたり、深めたり
するための資料が掲載されている。 

 

④ 保健を学ぶことの意義や有用性の実感及び
健康・安全への関心を高めるために、言語
活動や情報活用能力、問題発見・解決能力
を育成することができる活動の内容がどの
ように取り上げられているか。 

 
 
 

④ 各単元のはじめに、学習内容に関連する教科名や
学年が示されている。小単元の終末には、学習内
容をもとに考え、筋道を立てて説明できるよう「深
める・伝える」が設定されている。第３・４学年
では、日常に取り入れられる運動の例が示されて
いる。第５・６学年では、自分の気持ちや考えを
上手に伝える方法が取り上げられている。 

⑤ 我が国や郷土の伝統・文化について理解を
深め、尊重する態度を育てるとともに、他
国を尊重し国際社会の平和と発展に寄与す
る態度を養うことができる活動の内容がど
のように取り上げられているか。 

 

⑤ 各章の冒頭に、学習内容とＳＤＧｓとの関わりが
示されている。第５・６学年では、身の回りのユ
ニバーサルデザインを探す活動や、世界で流行し
た感染症について各国の感染状況を比較したグラ
フ等が取り上げられている。 

  

(2) 
構 
成 
・ 
配 
列 
及 
び 
分 
量 
等 

 内容が系統的に構成され、学習を効果的に
進めるために適切な配列であり、全体の分
量及びその配分や表記が指導上適切である
ことや、表紙、目次、巻頭、巻末の資料、
挿絵、写真、文字表記、レイアウト等その
他使用上の便宜について、どのような特徴
があるか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 第５・６学年の巻末に、「どんな自分になれたかな」
のコーナーが設定されている。表紙や教科書内で
は様々な国籍や障がいがある人物のイラストが示
されている。各単元の重要語句が太字で示されて
いる。 
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種目名（  保健  ） 

項 
目 

観 点 の 具 体 4 大日本 新版 たのしい保健 

(1) 
内
容 
の 
特
徴 
・ 
表 
現 

① 健康な生活、体の発育・発達、心の健康、
けがの防止及び病気の予防について等、基
礎的・基本的な知識及び技能の確実な定着
を図るために、教材や学習活動がどのよう
に取り上げられているか。 

 
 

① 単元のはじめに、これから学習する具体的な内容
が示されている。１時間は、「見つける・考えてや
ってみる・まとめる・広げる深める」の４つの学
習過程で構成されている。単元の終末には、学習
内容を振り返り気付いたことや生かしたいことを
記入する「学年のまとめ」が設けられている。 

 

② 健康・安全の大切さに気付く等、知識及び
技能を活用し、自ら考え、判断し、表現す
る力を育むために、教材や学習活動がどの
ように取り上げられているか。 

 
 
 

② 単元のはじめに、課題を見付けるための「とびら
学習ゲーム」が示されている。学習過程ごとに、
自分の生活を振り返り、学習内容を基に自分の考
えを記入する欄が設けられている。巻末には、こ
れからの生活で、「知りたいこと」や「やってみた
いこと」、夢等を記入する欄が設けられている。 

③ 主体的に学習に取り組む態度を養うととも
に、補充的な学習や発展的な学習、家庭での
自主的な学習が促されるために、教材や学習
活動がどのように取り上げられているか。 

 
 
 

③ 各小単元では「つかもう」や「話し合おう」、「活
かそう」のコーナーで、学習活動を促す内容が取
り上げられている。各単元の終末には、「もっと知
りたい」のコーナーがあり、発展的な学習内容の
資料が示され、各単元のまとめのページが設けら
れている。 

 

④ 保健を学ぶことの意義や有用性の実感及び
健康・安全への関心を高めるために、言語
活動や情報活用能力、問題発見・解決能力
を育成することができる活動の内容がどの
ように取り上げられているか。 

 
 
 

④ 各ページ下部の「ミニちしき」では、学習内容に
関連する情報が示されている。「話し合おう」では、
学習したことを基に考えたり、友達と意見を交流
したりして記述する欄が設けられている。第３・
４学年では睡眠と成長ホルモンの関係について、
第５・６学年ではパソコンやスマートフォンと上
手につきあう方法の例が取り上げられている。 

⑤ 我が国や郷土の伝統・文化について理解を
深め、尊重する態度を育てるとともに、他
国を尊重し国際社会の平和と発展に寄与す
る態度を養うことができる活動の内容がど
のように取り上げられているか。 

  

⑤ 第３・４学年では、保健と「毎日の生活」「地域」「世
界」との関わりが写真やイラストで示され、外国に
おける成長を喜ぶ文化を探す取組が紹介されてい
る。第５・６学年では保健とＳＤＧｓとの関わりに
ついて日本や世界での取組が示されている。 
 

(2) 
構 
成 
・ 
配 
列 
及 
び 
分 
量 
等 

 内容が系統的に構成され、学習を効果的に
進めるために適切な配列であり、全体の分
量及びその配分や表記が指導上適切である
ことや、表紙、目次、巻頭、巻末の資料、
挿絵、写真、文字表記、レイアウト等その
他使用上の便宜について、どのような特徴
があるか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 巻頭に「おりこみカード」が付され、学習中に活
用するように記述されている。第３・４学年では 1
歳頃の赤ちゃんの手形と今の自分の手形を比較す
る活動が取り上げられている。巻頭ではスポーツ
選手の保健に関するメッセージや写真が紹介され
ている。 
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種目名（  保健  ） 

50 大修館 新 小学校 保健 207 文教社 新わたしたちの保健 

① クイズで本時の学習を確かめられる「ほけんクイ
ズ」にアクセスできる二次元コードが掲載されてい
る。体育（運動）と関連して学ぶことで理解を深め
る内容が「体育の窓」に示されている。単元の終末
には、学習した言葉の確認、自分の生活で特に生か
したいこと等を記入する欄が設けられている。 

 

① 毎時間、「学習のめあて」と学習の見通しとなる「本
時のMenu」「学習のまとめ」が示されている。学習
内容のキーワードとして「Mission」、学習活動と
して「Stage」が示されている。学習内容を強調す
るための「ここが大事」や、キャラクターの吹き
出しを用いて大切な用語の説明をしている。 

 
② 単元のはじめに、スポーツ選手等へのインタビュ

ーが紹介されており、そこから課題をつかむ構成
になっている。自分の考えを書き出したり、整理
したりする「考えよう」や自分の考えを説明した
り友達の意見を聞いたりする「話し合おう」の活
動が取り入れられている。 

 

② １時間ごとに学習を振り返り、これからに生かし
たいことを記入する「もう一歩先の自分へ」コー
ナーが設けられている。単元の終末には、「わたし
の○○宣言」コーナーが設定され、学習したこと
を基に、自分の課題を考えて発表し、友達からの
応援メッセージを記入する欄が設けられている。 

 
③ 小単元のはじめには、「きょうの課題」、小単元の

終末には、学習内容を生かして考えたり友達の考
えと比べたりして学習をまとめられる「まとめ、
生かそう、伝えよう」が設定されている。単元の
終末には、「もっと学びを広げよう！深めよう！」
で学習と関わりのある資料が紹介されている。 

 

③ 「Mission」の下段に学習のポイントをつかむため
の課題が、「Stage」によって学習活動が示されて
いる。学習内容をさらに深められる「もっと考え
よう課」や「もっと知っとこう課」コーナーが設
けられている。単元末には「Episode」で学習に関
連する内容が示されている。 

  
④ 巻頭に生活の中にある保健が示されている。「話し

合おう」として具体的なテーマが示されており、
自分の考えを説明する活動が取り入れられてい
る。より暮らしやすい社会を目指して、第３・４
学年では共に支え合う社会をつくる取組を、第
５・６学年では自然環境を大切にする取組が取り
上げられている。 

 

④ 実生活へつなげるために、今までの自分の生活を
振り返り、今後どう活かしていくのかを考えて記
述する「もう一歩先の自分へ」が設定されている。
第３・４学年では、個性を大切にしながら、お互
いを認め合うこと、第５・６学年では、ＳＮＳで
のトラブルが起こる例やその対処方法について取
り上げられている。 

 
⑤ 第３・４学年では、誰もが暮らしやすい社会に向

けて、身近な地域で取り組める活動がイラストで
紹介されている。第５・６学年では、「病気の予防」
において、国境なき医師団に所属している日本人
医師の活動が取り上げられている。 

 

⑤ 全学年で、ＳＤＧｓの目標の１つである「５ ジ
ェンダー平等を実現しよう」の項目が取り上げら
れている。第５・６学年では、薬物乱用とその刑
罰についての世界と日本を比較した資料が取り上
げられている。 

 

 巻頭に「生活の中の保健をさがそう！」が示され
ている。学習のまとめ部分では、学習したことを
生かしてアドバイスを考える形式でまとめるよ
うに示されている。各単元に各界の著名人の写真
とともに、保健に対するメッセージが紹介されて
いる。 

 単元の終末の「わたしの○○宣言」で学習をまと
めるように示されている。第５・６学年の巻末の
「中学生になるみなさんへ」では、警察官やスポ
ーツ選手からの保健に関するメッセージが紹介さ
れている。交通事故に関する資料が表記されてい
る。 
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種目名（  保健  ） 

項
目 

観 点 の 具 体 208 光文 小学保健 

(1) 
内
容 
の 
特
徴 
・ 
表 
現 

① 健康な生活、体の発育・発達、心の健康、
けがの防止及び病気の予防について等、基
礎的・基本的な知識及び技能の確実な定着
を図るために、教材や学習活動がどのよう
に取り上げられているか。 

 
 

① 学習内容を確かめやすいように、学習のまとめに
☆マークが付けられ、学習内容に関わりのある仕
事をする人の話や学習内容の理解を深めることが
できる科学的な資料が示されている。単元の終末
には、大切な言葉を確認する「学習のまとめ」が
設定されている。 

 

② 健康・安全の大切さに気付く等、知識及び
技能を活用し、自ら考え、判断し、表現す
る力を育むために、教材や学習活動がどの
ように取り上げられているか。 

 
 
 

② 単元のはじめに、学習課題をつかむための導入が
４コマ漫画の形式によって示されている。また、
「学んだことを生かそう」のコーナーでは、学習
内容を自分の生活にどのように生かしたいかを考
えて書き込むための欄が設けられている。 

 
 

③ 主体的に学習に取り組む態度を養うととも
に、補充的な学習や発展的な学習、家庭での
自主的な学習が促されるために、教材や学習
活動がどのように取り上げられているか。 

 
 
 

③ 巻頭には、学習を進めるための内容やポイントが
示されている。学習内容をさらに広げたり深めた
りできる資料として「さらに広げよう深めよう」
のページが設けられている。各単元の終末には、
学習したことを確認し、自分で振り返りができる
ように「学習のまとめ」が設定されている。 

 

④ 保健を学ぶことの意義や有用性の実感及び
健康・安全への関心を高めるために、言語
活動や情報活用能力、問題発見・解決能力
を育成することができる活動の内容がどの
ように取り上げられているか。 

 
 
 

④ 巻頭に「保健を学ぶみなさんへ」のコーナーが示
され、オリンピック選手や作家等の言葉が取り上
げられている。「話し合おう」で具体的なテーマが
示されており、自分の考えを話す活動が取り入れ
られている。第３・４学年では日常の生活の中で
運動になること、第５・６学年ではよりよいコミ
ュニケーションが取り上げられている。 

 

⑤ 我が国や郷土の伝統・文化について理解を
深め、尊重する態度を育てるとともに、他
国を尊重し国際社会の平和と発展に寄与す
る態度を養うことができる活動の内容がど
のように取り上げられているか。 

  

⑤ 自分ができる取組について考えるため、第３・４
学年ではＳＤＧｓの取り組みの中の「ゴール６安
全な水とトイレを世界中に」の課題、第５・６学
年では「ゴール３すべての人に健康と福祉を」の
課題が示されている。 
 

(2) 
構 
成 
・ 
配 
列 
及 
び 
分 
量 
等 

 内容が系統的に構成され、学習を効果的に
進めるために適切な配列であり、全体の分
量及びその配分や表記が指導上適切である
ことや、表紙、目次、巻頭、巻末の資料、
挿絵、写真、文字表記、レイアウト等その
他使用上の便宜について、どのような特徴
があるか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 1 歳頃の赤ちゃんの手や足の原寸大の写真が紹介
されている。各単元の学習のまとめでは、選択肢
から重要語句を選んでまとめていくように示され
ている。巻頭では、各界の著名人の写真やその方々
からの言葉が取り上げられている。 
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種目名（  保健  ） 

224 学研 新・みんなの保健 17 教出 小学 算数 

① 単元のはじめに、学習目標と単元の流れが示され
ている。１時間ごとに、「ふり返る・調べる」「話
し合う・説明する」「学びを生かす」の学習過程で
構成されている。単元の終末の「振り返る・伝え
る・つなぐ」コーナーで、学習の振り返りや伝え
たいこと等を記入する欄が設けられている。 

② 巻頭の「学習の見通しをもとう」では教材ごとに
つけたい力が示されている。また、「思考の地図」
の折り込みページで様々な思考法が紹介されてい
る。「読むこと」の学習のための観点が各教材末の
「学習の窓」に示され、巻末の「学習を広げる」
編の「学習の窓一覧」にまとめられている。 

 
② ３つの学習過程ごとに具体的な課題が示され、自

分の考えを書き込める欄が設けられている。巻末
には、「学習で特に心に残っていること」「生活に
生かしたいと思ったこと」を記入できる「学びが
つながる みらいへつながる」コーナーが設定さ
れている。 

 

② 情報活用能力の育成のために、各学年に「情報社
会を生きる」の単元と「情報整理のレッスン」「思
考のレッスン」の教材が取り上げられている。巻
末の資料に「情報と情報の関係」「情報整理の方法」
として、情報の扱い方が一覧でまとめられている。 
 

③ 巻頭に「健康」について示されている。小単元の
終末には、「ほけんのはこ」で学習内容を広げたり
深めたりするような資料が示されている。また、
学習意欲が喚起されるよう、学習内容を発展させ
る資料が「もっと知りたい・調べたい」のコーナ
ーで紹介されている。 

 

③ 巻末の「学習を振り返ろう」では、「読む」「話す・
聞く」「書く」の領域別に、「問題に取り組み、身
につけた力を確認する」という発展問題が掲載さ
れている。「読書」では、本の一部を紹介した後、
「続きはこちら」という紹介コーナーにより、読
書を促すように構成されている。 

  
④ 各単元のはじめには、「つなぐ」で学習内容に関連

する教科名や学年が示されている。言語活動を充
実させるために話し合って気づきを書く欄が設け
られている。第３・４学年では、規則正しいリズ
ムの生活を送るための例が示されている。第５・
６学年では、悩みやいじめの例が示され、対処方
法について取り上げられている。 

 

④ 言語活動の最後に「つなぐ」が設けられ、「日常生
活・学校生活・将来」という内容項目で、活用場
面が具体的に示されている。実生活につなげるた
めに、第３学年では、広告、取扱説明書、パンフ
レットなどの、実用的な文章を読んで生活に生か
すという活動が設定されている。 

 

⑤ 第３・４学年では、日本食や郷土料理を取り上げ、
給食や家庭料理から郷土料理を見つける取組が紹
介されている。第５・６学年では、世界で流行し
た感染症の歴史や、医学や保健の分野で世界的な
活躍をする日本人が取り上げられている。 

 

⑤ 古典の学習では、全学年「音読を楽しもう」が設
けられている。第１学年では、初めに「いろは歌」
が取り上げられている。また「古典の世界」とし
て、現代につながる古典作品の歴史が、中国の古
典作品も含めた年表として掲載され、３年間の見
通し 

 １単位時間ごとの「学習の進め方」が示されてい
る。単元ごとに学習の流れや学習の目標が示され
ている。「つなぐ」のアイコンが使われ、各教科と
の関連が紹介されている。「かがくの目」のアイコ
ンが使われ、科学的な資料が掲載されている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 全学年、表紙裏には詩の背景を含め４ページにわ
たり、風景写真が掲載されている。巻末のページ
には、時や色、季節を表す伝統的な言葉が取り上
げられている。教材などの学習を進める上で、参
考となる資料の二次元コードが、関連する箇所に
載せられている。 
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「令和６年度使用義務教育諸学校（小学校）の教科用図書（文部科学大臣の検定を経た

教科用図書）研究資料」 

 

 

 

 

 

１２ 

 

教科  外国語 

 

種目  英 語 
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〈文部科学大臣の検定を経た教科用図書一覧〉 

発行者 
書名 

使用 

学年 
判型 

ページ

数 番号 略称 

2 東書 NEW HORIZON Elementary English Course ５ ５ Ａ４ １０６ 

NEW HORIZON Elementary English Course My Picture Dictionary ５・６ Ａ４ ５０ 

NEW HORIZON Elementary English Course ６ ６ Ａ４ １０６ 

9 開隆堂 Junior Sunshine ５ 
５ 

Ａ４ １３８ 

Junior Sunshine ５ Word Book Ａ４  ３４ 

Junior Sunshine ６ 
６ 

Ａ４ １３８ 

Junior Sunshine ６ Word Book Ａ４  ３４ 

15 三省堂 CROWN Jr. ５ ５ Ａ４ １２２ 

CROWN Jr. My Dictionary ５・６ ＡＢ  ５０ 

CROWN Jr. ６ ６ Ａ４ １２２ 

17 教出 ONE WORLD Smiles ５ ５ ＡＢ １４０ 

ONE WORLD Smiles ６ ６ ＡＢ １４０ 

38 光村 Here We Go!５ ５ ＡＢ １５３ 

Here We Go!６ ６ ＡＢ １４５ 

61 啓林館 Blue Sky elementary ５ ５ Ａ４ １５２ 

Blue Sky elementary ６ ６ Ａ４ １５２ 
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種目名（  英語  ） 

項 
目 

観 点 の 具 体 2 東書 NEW HORIZON 

(1) 
内
容 
の 
特
徴 
・ 
表 
現 

① 言語活動に対する理解を図り、コミュニケー
ションに必要な基礎的・基本的な知識及び技
能を確実に定着させるために、教材や言語活
動がどのように取り上げられているか。 

 
 
 

① 「Starting Out」では、単元で扱う表現に出会う
活動が設定されている。重要表現の定着を図るた
め「Your Turn」において聞くことや話すことの活
動が繰り返し設定されており、第６学年では、読
むこと、書くことの活動も取り入れられている。 

 
 

② 知識及び技能を実際のコミュニケーション
において活用できるように、自ら考え、判
断し、表現する力を身に付けさせるために、
教材や言語活動がどのように取り上げられ
ているか。 

 
 

② 「Enjoy Communication」では、対話から始まり、
続いてやり取りや発表をする活動が設定されてい
る。「Check Your Steps」では既習内容を振り返り、
思考ツールを用いて内容を整理した後、グループ
や個人で発表する活動が設定されている。 

 
 

③ 児童の学習意欲を喚起し、補充的な学習や
発展的な学習、家庭での自主的な学習が促
されるように、教材や言語活動がどのよう
に取り上げられているか。 

 
 

③ 別冊「My Picture Dictionary」には、自分が調べ
た単語を書き込むことができる「マイ単語」が設
けられている。「Small Talk」では、各課の目標に
関連したテーマが示されている。 

 

④ 英語の実践的運用能力を身に付けさせるこ
とができる他教科等との関連や実生活の場
面への活用、探究的な活動の内容がどのよ
うに取り上げられているか。 

 
 

④ 各課の最初に、関連する教科名が示され、地図記号
や家庭での仕事等、他教科で扱う題材が複数取り上
げられている。第６学年では、動物や自然を保護す
る大切さに関する題材が取り上げられている。 

 

⑤ 我が国や郷土の伝統・文化について理解を
深め、尊重する態度を育てるとともに、他
国を尊重し、国際社会の平和と発展に寄与
する態度を養うことができる教材や言語活
動がどのように取り上げられているか。 

 
 

⑤ 第５学年の「日本でつながるわたしたち」、第６学
年の「世界とつながるわたしたち」で、世界とつな
がる仕事等が紹介されている。「Over the Horizon」
では、海外や日本の各地方の映像等から言葉の背
景にある文化を知る活動が設定されている。  

  
 

(2) 
構 
成 
・ 
配 
列 
及 
び 
分 
量 
等 

 内容が系統的に構成され、学習を効果的に
進めるために適切な配列であり、全体の分
量及びその配分や表記が指導上適切である
ことや、表紙、目次、巻頭・巻末の資料、
挿絵、写真、レイアウトその他使用上の便
宜について、どのような特徴があるか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 本課数は８であり、各課は「Starting Out」「Your 
Turn」「Enjoy Communication」「Over the Horizon」
の４セクションで構成され、終末に文字と音声に
親しむ「Sounds and Letters」が設けられている。
２～３課ごとに、確認として、「Check Your Steps」
が配列されている。二次元コードが「Our Goal」
「Let’s Chant」等に配置され、コードを読み込
むと、課のまとまりごとにリンクが設定されてい
る。デジタル教科書には、読み上げ、書き込み、
拡大、キャプチャ等の機能が付いている。書き込
みの非表示が簡単にできるようになっている。 
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種目名（  英語  ） 

項 
目 

観 点 の 具 体 9 開隆堂 Junior Sunshine 

(1) 
内
容 
の 
特
徴 
・ 
表 
現 

① 言語活動に対する理解を図り、コミュニケー
ションに必要な基礎的・基本的な知識及び技
能を確実に定着させるために、教材や言語活
動がどのように取り上げられているか。 

 
 
 

① 短い時間でできる活動が繰り返し設定され、単元
を通して聞くこと、話すことの活動、中盤から読
むこと、書くことの活動が配列されている。既習
表現を定着できるように学習目標に沿った「Small 
Talk」が２時間に１回程度設定されている。 

 
 

② 知識及び技能を実際のコミュニケーション
において活用できるように、自ら考え、判
断し、表現する力を身に付けさせるために、
教材や言語活動がどのように取り上げられ
ているか。 

 
 

② 既習表現を活用して活動することができるよう
に、各単元に「Activity」が設定されている。
「Let’s Check」の「Interview」では、目的を明
確にして教師とのやり取りを行う活動が組み込ま
れている。 

 
 

③ 児童の学習意欲を喚起し、補充的な学習や
発展的な学習、家庭での自主的な学習が促
されるように、教材や言語活動がどのよう
に取り上げられているか。 

 
 

③ 文字を体系的に学習することができるように、巻
末に「Sounds and Letters」が設けられている。
また、見通しを持って学習することができるよう
に、「CAN-DO チェック」が設けられている。 

 
 

④ 英語の実践的運用能力を身に付けさせるこ
とができる他教科等との関連や実生活の場
面への活用、探究的な活動の内容がどのよ
うに取り上げられているか。 

 
 

④ 各課に、学習内容に関連する教科やキャリア教育、
ＳＤＧｓ等の今日的課題が示されている。発展的
な学習ができるよう、「Our World」では、各国の
言語や食事、世界遺産等が紹介されている。 

 
 

⑤ 我が国や郷土の伝統・文化について理解を
深め、尊重する態度を育てるとともに、他
国を尊重し、国際社会の平和と発展に寄与
する態度を養うことができる教材や言語活
動がどのように取り上げられているか。 

 
 

⑤ 日本や世界のことをより深く知ることができるよ
うに、「Around the World」では世界の国々のこと
について、「Story Time」では日本のことについて、
行事、祭り、施設等それぞれの単元の内容に合わ
せた伝統や文化が取り上げられている。 
 
 

(2) 
構 
成 
・ 
配 
列 
及 
び 
分 
量 
等 

 内容が系統的に構成され、学習を効果的に
進めるために適切な配列であり、全体の分
量及びその配分や表記が指導上適切である
ことや、表紙、目次、巻頭・巻末の資料、
挿絵、写真、レイアウトその他使用上の便
宜について、どのような特徴があるか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 本課数は８であり、２～３課ごとに学習の内容を
復習・活用する活動「Let’s Check」が設定され
ている。各課は「Let's Listen」「Let’s Play」
「Let’s Write」等、様々な活動を組み合わせて
構成されている。別冊「Word Book」が付属されて
いる。二次元コードがページ右肩に配置され、コ
ードを読み込むと、課ごとにリンクが設定されて
いる。デジタル教科書には、読み上げ、書き込み、
拡大、キャプチャ等の機能が付いている。また、
キーワード検索機能があり、検索したページに移
動できるようになっている。 
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種目名（  英語  ） 

15 三省堂 CROWN Jr. 17 教出 ONE WORLD Smiles 

① 学習の見通しを持つことができるよう「HOP」が設
けられている。「STEP」では、「Panorama」を見な
がら英語を聞くことから始まり、聞くこと、話す
ことを繰り返し取り上げた後に、読むこと、書く
ことの活動が設定されている。 

 
 

① 各単元のはじめに、映像を見て内容を捉える
「Let’s Watch」や発声を促す「Let’s Sing」等
が配置されている。「Let’s Listen」が複数設定
され、続いて話すこと、読むこと、書くことの活
動が順に組み込まれている。 

 
 

② 「JUMP」では、「HOP」「STEP」で学習したことを基
に、目的や場面、状況等に応じて表現することが
できるように、伝えようとする内容を整理し、内
容に応じて様々な形式で表現する活動が設定され
ている。 

 
 

② 様々な表現方法に接することができるように、
「Final  Activity」では、ポスターや時間割、地
図、パンフレット等、自分で作成したものを示し
ながら、やりとりや発表、ロールプレイを行う活
動が設定されている。 
 
 

③ Story Time「世界のおはなし」では、児童にとっ
てなじみのある話が取り上げられている。歌を楽
しみながら文字を読む活動ができるように「みん
なで歌おう」が設けられている。 

 
 

③ 巻末に歌の持つメッセージを鑑賞する「Let’s 
Enjoy the Music」が設けられている。第６学年の
「知らない英語に出会ったら」では、辞書の使い
方を学ぶ発展的な活動が設定されている。 

  

④ 「Try」では、買い物や道案内等、実生活での活用
を図る内容が取り上げられている。都道府県名動
物や植物の成長、プログラミング等、他教科との
関連がある内容が取り上げられている。 

 
 

④ 児童に身近なアニメ等の文化、国語で学習した物
語等の題材が幅広く扱われている。行きたい場所
や食べたい名物等を調査、発表する活動として「名
所・名物マップ」が設定されている。 

 

⑤ 「Hello,  World!」では、日本や世界についての
理解を深め、その伝統行事や文化に興味を持つこ
とができるように、日本の名所・名物や世界の小
学校の様子、いろいろな仕事等について取り上げ
られている。 

 
 

⑤ 「Let’s  Look at the World」では、手話や絶滅
危惧種等、ＳＤＧｓに関連する内容が取り上げら
れている。世界の子どもたちの生活について知る
ことができるように、「World of Smiles」が設け
られている。 

 

 本課数は７であり、「HOP、 STEP、 JUMP」を大単
元とし、「HOP」、「STEP」内に２～３課、「JUMP」の
順に配列されている。下段に「Sound Chant」や「Word 
Chant」等が配置されており、別冊「My Dictionary」
の関連するページが示されている。二次元コード
がページ右肩に配置され、コードを読み込むと、
課ごとにリンクが設定されている。デジタル教科
書には、読み上げ、書き込み、拡大、キャプチャ
等の機能が付いている。書き込みの非表示がすぐ
にできるようになっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 本課数は８～９で、各課は「Let’s Watch」「Let’s 
Say It Together」「Let’s Listen」「Activity」
等の後に、「Sounds and Letters」「Review」が配
列されている。巻末には、活動で使用するワーク
シートが綴じ込まれている。二次元コードが
「Let’s Watch」「Let’s Sing」「Let’s Say It 
Together」「Activity」「Final Activity」に設置
され、それぞれにリンクが設定されている。デジ
タル教科書には、読み上げ、書き込み、拡大、キ
ャプチャ等の機能が付いている。また、録音・再
生機能がある。 
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種目名（  英語  ） 

項
目 

観 点 の 具 体 38 光村 Here We Go! 

(1) 
内
容 
の 
特
徴 
・ 
表 
現 

① 言語活動に対する理解を図り、コミュニケー
ションに必要な基礎的・基本的な知識及び技
能を確実に定着させるために、教材や言語活
動がどのように取り上げられているか。 

 
 
 

① 児童が学習の見通しをもつことができるように、
単元の目標と「Hop」「Step」「Jump!」それぞれの
めあてが示されている。既習事項を生かしてまと
めができるように、聞くこと、話すこと、読むこ
と、書くことの活動が繰り返し設定されている。 

 
 

② 知識及び技能を実際のコミュニケーション
において活用できるように、自ら考え、判
断し、表現する力を身に付けさせるために、
教材や言語活動がどのように取り上げられ
ているか。 

 
 

② 「You can do it!」では、目的・場面・状況に応
じて既習事項を活用して、詩やチャンツを作った
り、英語のトーク番組に挑戦したりするなど、自
分なりに思いを伝えようとするパフォーマンス活
動が設定されている。 

 
 

③ 児童の学習意欲を喚起し、補充的な学習や
発展的な学習、家庭での自主的な学習が促
されるように、教材や言語活動がどのよう
に取り上げられているか。 

 
 

③ 学習したことを生かして、発展的な読む活動がで
きるよう「英語の物語」が設けられている。児童
が主体的に学習を進めることができるよう、巻頭
に「できるようになること」が掲載されている。 

 

④ 英語の実践的運用能力を身に付けさせるこ
とができる他教科等との関連や実生活の場
面への活用、探究的な活動の内容がどのよ
うに取り上げられているか。 

 
 

④ 日本語と英語を比較して考えたり、よりよい言葉
の使い方を考えたりすることができるよう「言葉
について考えよう」が設けられている。具体的な
ＩＣＴの使用場面が取り上げられている。 

 

⑤ 我が国や郷土の伝統・文化について理解を
深め、尊重する態度を育てるとともに、他
国を尊重し、国際社会の平和と発展に寄与
する態度を養うことができる教材や言語活
動がどのように取り上げられているか。 

 
 

⑤ 自国や他国の文化を尊重する態度を養うことがで
きるように、世界で活躍する日本人を題材として
取り上げたり、「世界の友達」では、世界 12 か国
の子どもたちの生活の様子を継続的に取り上げた
りしている。 
 

(2) 
構 
成 
・ 
配 
列 
及 
び 
分 
量 
等 

 内容が系統的に構成され、学習を効果的に
進めるために適切な配列であり、全体の分
量及びその配分や表記が指導上適切である
ことや、表紙、目次、巻頭・巻末の資料、
挿絵、写真、レイアウトその他使用上の便
宜について、どのような特徴があるか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 本課数は８で、各課はそれぞれ「Hop!、 Step1、 
Step2、 Jump!」で構成されており、それぞれ見開
き２ページで構成されている。２～３課ごとに学
習のまとめとして、「You can do it!」が配列され、
巻末には別冊「Picture Dictionary」が付属され
ている。二次元コードが見開き２ページの右肩全
てに配置され、コードを読み込むと、そのページ
の活動にリンクが設定されている。デジタル教科
書には、読み上げ、書き込み、拡大、キャプチャ
等の機能が付いている。また、書き込みシートが
複数あり、重ねて表示できるようになっている。 
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種目名（  英語  ） 

61 啓林館 Blue Sky elementary 17 教出 小学 算数 

① 絵や動画を見て音声を聞き、場面や状況の中で言
語材料の意味を推測する「Introduction」や「Watch 
the scene」、聞くことを繰り返す「Words and 
Phrases」、重要表現の定着を図る「Activity」等
が設定されている。 

 
 

② 巻頭の「学習の見通しをもとう」では教材ごとに
つけたい力が示されている。また、「思考の地図」
の折り込みページで様々な思考法が紹介されてい
る。「読むこと」の学習のための観点が各教材末の
「学習の窓」に示され、巻末の「学習を広げる」
編の「学習の窓一覧」にまとめられている。 

 
② 「REVIEW」の「Try」では、コミュニケーションの

ポイントが示されており、条件を踏まえて、自分
が考えたオリジナルロボットを説明したり、おす
すめの場所を紹介したりするなど、具体的な場面
や状況が与えられた言語活動が設定されている。 

 
 

② 情報活用能力の育成のために、各学年に「情報社
会を生きる」の単元と「情報整理のレッスン」「思
考のレッスン」の教材が取り上げられている。巻
末の資料に「情報と情報の関係」「情報整理の方法」
として、情報の扱い方が一覧でまとめられている。 
 
 

③ 文字と音の関係を継続的に学習することができる
ように、「Let’s Read and Write」が設定されて
いる。自主的な学習が進められるように、各活動
に二次元コードが割り振られている。 

 
 

③ 巻末の「学習を振り返ろう」では、「読む」「話す・
聞く」「書く」の領域別に、「問題に取り組み、身
につけた力を確認する」という発展問題が掲載さ
れている。「読書」では、本の一部を紹介した後、
「続きはこちら」という紹介コーナーにより、読
書を促すように構成されている。 

  
④ 「Challenge」では、動物園の掲示板、店のポスタ

ー、デパートのフロア図等、実生活での活用を図
る学習内容や、円グラフや表等、算数との関連を
図る学習内容が取り上げられている。 

 
 

④ 言語活動の最後に「つなぐ」が設けられ、「日常生
活・学校生活・将来」という内容項目で、活用場
面が具体的に示されている。実生活につなげるた
めに、第３学年では、広告、取扱説明書、パンフ
レットなどの、実用的な文章を読んで生活に生か
すという活動が設定されている 

⑤ 自国や他国の文化を学ぶことができるように、
「Did you know?」では、英語と和製英語の比較や
海外で人気の日本アニメ等、多様な題材が取り上
げられている。「Did you know? プラス」では、 
ＳＤＧｓの取り組みが紹介されている。 

 
 

⑤ 古典の学習では、全学年「音読を楽しもう」が設
けられている。第１学年では、初めに「いろは歌」
が取り上げられている。また「古典の世界」とし
て、現代につながる古典作品の歴史が、中国の古
典作品も含めた年表として掲載され、３年間の見
通しが示されている。 

 

 本課数は８であり、各課は「とびら」「Step1、2」
「Step3」「Look Back」の４部で構成されている。
各課の冒頭には「Introduction」、終末には「Let’s 
Read and Write」が配列され、２～３課ごとに学
習のまとめとして「REVIEW」が設定されている。
二次元コードが「Introduction」「Listen and Do」
「Did you know?」等それぞれの活動に配置され、
それぞれにリンクが設定されている。デジタル教
科書には、読み上げ、書き込み、拡大、キャプチ
ャ等の機能が付いている。また、幅の違う４線紙
等、複数のノート機能がある。 

 
 
 
 
 
 

① 全学年、表紙裏には詩の背景を含め４ページにわ
たり、風景写真が掲載されている。巻末のページ
には、時や色、季節を表す伝統的な言葉が取り上
げられている。教材などの学習を進める上で、参
考となる資料の二次元コードが、関連する箇所に
載せられている。 
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「令和６年度使用義務教育諸学校（小学校）の教科用図書（文部科学大臣の検定を経た

教科用図書）研究資料」 

 

 

 

 

 

１３ 

 

教科  特別の教科 道徳 

 

種目  ああ 道 徳 ああ 
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〈文部科学大臣の検定を経た教科用図書一覧〉 

発行者 
書名 

使用 

学年 
判型 ページ数 

番号 略称 

2 東書 新編 あたらしい どうとく １ １ ＡＢ １４６ 

新編 新しい どうとく ２ ２ ＡＢ １６２ 

新編 新しいどうとく ３ ３ ＡＢ １７８ 

新編 新しいどうとく ４ ４ ＡＢ １８０ 

新編 新しい道徳 ５ ５ ＡＢ １８８ 

新編 新しい道徳 ６ ６ ＡＢ １９６ 

17 教出 しょうがくどうとく１ はばたこうあすへ １ ＡＢ １６１ 

小学どうとく２ はばたこう明日へ ２ ＡＢ １６１ 

小学どうとく３ はばたこう明日へ ３ ＡＢ １６９ 

小学道徳４ はばたこう明日へ ４ ＡＢ １６９ 

小学道徳５ はばたこう明日へ ５ ＡＢ １８５ 

小学道徳６ はばたこう明日へ ６ ＡＢ １８５ 

38 光村 どうとく １ きみが いちばん ひかるとき １ Ｂ５変型 １３５ 

どうとく ２ きみが いちばん ひかるとき ２ Ｂ５変型 １６７ 

どうとく ３ きみが いちばん ひかるとき ３ Ｂ５変型 １８５ 

道徳 ４ きみが いちばん ひかるとき ４ Ｂ５変型 １９３ 

道徳 ５ きみが いちばん ひかるとき ５ Ｂ５変型 １９７ 

道徳 ６ きみが いちばん ひかるとき ６ Ｂ５変型 ２１５ 

116 日文 しょうがく どうとく いきる ちから １ 
１ 

ＡＢ １５４ 

しょうがく どうとく いきる ちから １ どうとくノート ＡＢ ４６ 

小学 どうとく 生きる 力 ２ 
２ 

ＡＢ １７０ 

小学 どうとく 生きる 力 ２ どうとくノート ＡＢ ４６ 

小学どうとく 生きる力 ３ 
３ 

ＡＢ １８６ 

小学どうとく 生きる力 ３ どうとくノート ＡＢ ４６ 

小学道徳 生きる力 ４ 
４ 

ＡＢ １９０ 

小学道徳 生きる力 ４ 道徳ノート ＡＢ ４６ 

小学道徳 生きる力 ５ 
５ 

ＡＢ １８６ 

小学道徳 生きる力 ５ 道徳ノート ＡＢ ４６ 

小学道徳 生きる力 ６ 
６ 

ＡＢ １９４ 

小学道徳 生きる力 ６ 道徳ノート ＡＢ ４６ 
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発行者 
書名 

使用 

学年 
判型 ページ数 

番号 略称 

208 光文 しょうがく どうとく ゆたかな こころ １ねん １ ＡＢ １６２ 

小学 どうとく ゆたかな こころ ２年 ２ ＡＢ １７８ 

小学どうとく ゆたかな心 ３年 ３ ＡＢ １８６ 

小学道徳 ゆたかな心 ４年 ４ ＡＢ １９０ 

小学道徳 ゆたかな心 ５年 ５ ＡＢ １９４ 

小学道徳 ゆたかな心 ６年 ６ ＡＢ １９４ 

224 学研 新版 みんなのどうとく１ １ ＡＢ １４２ 

新版 みんなのどうとく２ ２ ＡＢ １５０ 

新版 みんなのどうとく３ ３ ＡＢ １５８ 

新版 みんなの道徳４ ４ ＡＢ １６６ 

新版 みんなの道徳５ ５ ＡＢ １６２ 

新版 みんなの道徳６ ６ ＡＢ １７０ 
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種目名（  道徳  ） 

項 
目 

観 点 の 具 体 2 東書 新編 新しい道徳 

(1) 
内
容 
の 
特
徴 
・ 
表 
現 

① 道徳的価値の理解を図るために、発達段階
を踏まえた内容の充実や創意工夫が、どの
ようになされているか。 

 
 
 
 

① 当該学年で扱う内容項目が、各学年に合わせた表
現で整理されている。教材名のそばに、その日扱
われる道徳的価値に係る短い言葉が、発達段階に
合わせた表現で付されている。「よりよく生きる喜
び」に関わって、実在の人物を通して考える教材
が第５・６学年で１題ずつ示されている。 

 

② 自分の経験や感じ方等、自己を見つめなが
ら、多面的・多角的に考えることができる
教材が、どのように取り上げられているか。 

 
 
 
 

② 教材末に、自分の経験や感じ方を振り返る問い等
が示されている。「どんな学びをするのかな」では、
自分とは違う考えに出会う中で、自分の考えをふ
くらませる学び方等が紹介されている。第３学年
以上には、自己の考えを見つめるためのツールと
して取り外しできる心情円が準備されている。 

 

③ 主体的に学習に取り組む態度を養うととも
に、児童が道徳の授業以外で活用したり、
家庭で自主的に学習したりできるよう教材
や学習活動が、どのように取り上げられて
いるか。 

 

③ 巻末に、学期の終わり等に活用する学習の記録ペ
ージが設けられている。「つながる・広がる」のコ
ーナーでは、他教科や普段の生活の中での関連が
示されている。学びを広げるツールとしてデジタ
ルコンテンツの活用が紹介されている。 

 

④ 情報モラル等の現代的な課題に関わる教材
のほか、「問題解決的な学習」「道徳的行為
に関する体験的な学習」等の学習方法とい
った、多様な学習内容・方法が、どのよう
に取り上げられているか。 

 
 

④ 全学年で、発達段階に合わせた情報モラルに関す
る教材が示されている。第６学年には、コロナ渦
での情報モラルが事例として示されている。「問題
を見つけて考えよう」では、問題に気付くステッ
プや考えるステップ等、問題解決に向けた活動が
示されている。 

 

⑤ 我が国や郷土の伝統、文化、人物等に関わ
る内容や、グローバル化が進展する国際社
会に関わる内容が、どのように取り上げら
れているか。 

 
 
 

⑤ 伝統と文化の尊重、国や郷土を愛する態度に関わ
って、地域おこしや伝統的な物を通して考える教
材等、合計10題示されている。国際理解・国際親
善に関わって、国による文化の違いや国際親善に
貢献した人物から考える教材等、合計８題示され
ている。  

 

(2) 
構 
成 
・ 
配 
列 
及 
び 
分 
量 
等 

 内容の構成・配列、全体の分量及び配分や
表記、その他使用上の便宜について、どの
ような特徴があるか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 全35（第１学年は34）教材示されている。４つの
内容項目がマークと色で分けられ、教材のページ
に反映されている。５つのユニット（安心・安全、
いじめ、情報モラル、いのち、じぶん）に重点が
おかれている。 
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種目名（  道徳  ） 

17 教出 小学道徳 38 光村 道徳 

① 各教材に含まれる道徳的価値に係る短い言葉が、
内容項目に関する４つの視点で整理されている。
また、各ページの教材名のそばにも付されている。
「よりよく生きる喜び」に関わって、第５学年で
１題、第６学年で２題示されており、全て実在の
人物を通して考える教材が取り上げられている。 

 

① 内容項目が、当該学年に合わせた表現で整理され
ている。教材名のそばに、道徳的価値に係る短い
言葉が、発達段階に合わせた表現で記されている
（第１学年以外）。「よりよく生きる喜び」に関わ
って、実在の人物や出来事から考える教材が、第
５学年で１題、第６学年で２題示されている。 

 
② 教材名のそばに、これまでの自分の考えをゆさぶ

るような問いが設けられている。教材末に、これ
までの経験を振り返ったり、今後の生活に目を向
けたりする問い等が示されている。「道徳ではこん
な学び方をするよ」では、話し合いを通じ自分の
考えを見直す方法等が紹介されている。 

 

② 教材名のそばに、これまでの自分の経験や普段の
生活の様子を尋ねる問い等が示されている。教材
末に、これまでの経験や考え方を振り返る問い等
が示されている。「みんなで気持ちよく話し合うた
めのこつ」では、友達と自分の考えを比べる学び
方等が紹介されている。 

 
③ 巻末に、生活の中で生かすことができる資料が発

達段階に応じて示されている。また、教材ごとや
１年間を通しての学習の振り返りを記録するペー
ジが設けられている。学びを広げるツールとして
デジタルコンテンツの活用が紹介されている。 

 

③ 巻末に、学びを広げるための付録が示されている。
巻末にシールや記述で学びを記録するカードが用
意されている。家の人と話し合ってほしい教材に
はマークが示されている。学びを助ける資料とし
てデジタルコンテンツの活用が紹介されている。 

 
④ 「情報と向き合う」というユニットを構成し、全

学年で情報モラルに関する教材が示されている。
第５学年では、いじめに関わる教材として、「ＳＮ
Ｓいじめ」が扱われている。「たいけん」や「解決」
のマークが付された教材では、体験や問題解決を
通して学ぶ活動が示されている。 

 

④ 「情報と向き合う」というユニットを構成し、各
学年に合わせた情報モラルに関する教材及びコラ
ムが示されている。「演じて考えよう」では、友達
が演じるのを見ながら考える活動が示されてい
る。「心を通わそう」では、言葉を掛け合う体験活
動が示されている。 

 
⑤ 伝統と文化の尊重、国や郷土を愛する態度に関わ

って、伝統行事、各地の特産物を通して考える教
材等、合計13題示されている。国際理解・国際親
善に関わって、国による作法の違いや実在の人物
の活動を通して考える教材等、合計９題示されて
いる。 
 

⑤ 伝統と文化の尊重、国や郷土を愛する態度に関わ
って、伝統的な遊びや伝統工芸品を通して考える
教材等、合計６題示されている。国際理解・国際
親善に関わって、外国との交流にまつわる出来事
を取り上げ国際親善の大切さについて考える教材
等、合計６題示さている。 

 

 全 35（第１学年は 34）教材示されている。各学
年で、特に重点をおいているテーマ（いじめ、情
報、自然等）が示されている。４つの内容項目が
マークと色で分けられ、教材のページに反映され
ている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 全35（第１学年は34）教材示されている。４つの
ユニット（いじめを許さない心、自然とともに、
情報と向き合う、共に生きる）に重点をおいてい
る。４つの内容項目がマークと色で分けられ、教
材のページに反映されている。 
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種目名（  道徳  ） 

項
目 

観 点 の 具 体 116 日文 小学道徳 生きる力 

(1) 
内
容 
の 
特
徴 
・ 
表 
現 

① 道徳的価値の理解を図るために、発達段階
を踏まえた内容の充実や創意工夫が、どの
ようになされているか。 

 
 
 
 

① 当該学年で扱う内容項目が、発達段階に応じたイ
ラストと表現で整理されている。また、各ページ
の教材名のそばにも、内容項目にかかる言葉が付
されている。「よりよく生きる喜び」に関わって、
漫画の主人公や読み物等を通して考える教材が、
第５学年で２題、第６学年で２題示されている。 

② 自分の経験や感じ方等、自己を見つめなが
ら、多面的・多角的に考えることができる
教材が、どのように取り上げられているか。 

 
 
 
 

② 教材名のそばに、自分の考えや経験を振り返る問
いが示されている。教材末に、学んだことを活か
して自分の考えを深めるための問い等が示されて
いる。「道徳の学び方」では、話し合いを通じて、
自分の見方を広げたり、深めたりすることが紹介
されている。 
 

③ 主体的に学習に取り組む態度を養うととも
に、児童が道徳の授業以外で活用したり、
家庭で自主的に学習したりできるよう教材
や学習活動が、どのように取り上げられて
いるか。 

 

③ 学びの様子を継続的に記述する別冊の「道徳ノー
ト」が準備されている。「心のベンチ」として、他
教科とつなげて考えを広げる特設ページが設けら
れている。学習の参考となる資料としてデジタル
コンテンツの活用が紹介されている。 

  

④ 情報モラル等の現代的な課題に関わる教材
のほか、「問題解決的な学習」「道徳的行為
に関する体験的な学習」等の学習方法とい
った、多様な学習内容・方法が、どのよう
に取り上げられているか。 

 
 

④ 発達段階に合わせて、全学年で情報モラルに関す
る教材が示されている。「ぐっと深める」では、役
を演じたり、友達が演じている様子を見たりする
ことで、考えを深める活動等が示されている。第
３学年以上では、「ＳＤＧｓで考えよう」として 
ＳＤＧｓが紹介されている。 

 

⑤ 我が国や郷土の伝統、文化、人物等に関わ
る内容や、グローバル化が進展する国際社
会に関わる内容が、どのように取り上げら
れているか。 

 
 
 

⑤ 伝統と文化の尊重、国や郷土を愛する態度に関わ
って、日本の各地域に伝わる物や偉人を通して学
ぶ教材等、合計12題示されている。国際理解・国
際親善に関わって、海外で活躍する日本人や、外
国の友達との交流を通して考える教材等、合計 10
題示されている。 

 

(2) 
構 
成 
・ 
配 
列 
及 
び 
分 
量 
等 

 内容の構成・配列、全体の分量及び配分や
表記、その他使用上の便宜について、どの
ような特徴があるか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 全35（第１学年は34）教材と付録の資料、付属の
「道徳ノート」で構成されている。いじめ防止の
ための「人との関わり」ユニットが、年３回設定
されている。４つの内容項目がマークと色で分け
られ、教材のページに反映されている。 
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種目名（  道徳  ） 

208 光文 小学道徳 ゆたかな心 224 学研 新版 みんなの道徳 

① 当該学年で扱う内容項目が、各学年に合わせた表
現で整理されている。教材名のそばに、道徳的価
値について考えるきっかけとなるコメントが記述
されている。「よりよく生きる喜び」に関わって、
実在の人物や読み物等を通して考える教材が、第
５学年で３題、第６学年で２題示されている。 

① 当該学年で扱う内容項目が、各学年に合わせた表
現で整理されている。教材名のそばに、道徳的価
値について考えるきっかけとなる言葉が付されて
いる。「よりよく生きる喜び」に関わって、実在の
出来事や読み物等を通して考える教材が、第５学
年で２題、第６学年で１題示されている。 

 
② 教材末に、自分の考えを再確認したり、さらに考

えを深めたりするための活動が紹介されている。
「道徳の時間は、こんな時間です」では、友達の
意見から自分の考えを広げたり、深めたりするこ
とが紹介されている。主たる内容項目のほか、関
連のある内容項目も示されている。 

 

② 教材末に、自分の考えの変化や深まりを確認する
問い等が示されている。「道徳の学習が始まるよ」
では、自己を見つめることやいろいろな見方、感
じ方、考え方に触れること等、道徳の学びを深め
るための方法が紹介されている。 

 
 

③ 巻末の「学びの足あと」では、授業の振り返りとこ
れからの行動についての考えを積み上げるシート
が示されている。レジリエンスに関わる内容が、全
学年で取り上げられている。学びを広げるツールと
してデジタルコンテンツの活用が紹介されている。 

 

③ 巻末に、各学年での学習の振り返りやこれからの
自分へのメッセージを記述するページが設けられ
ている。「心のパスポート」では、教材と関連した
情報が示されている。学びを深めるツールとして
デジタルコンテンツの活用が紹介されている。 

 
④ 発達段階に合わせて、全学年で情報モラルに関す

る教材が示されている。「みんなでやってみよう」
では、友達と良い関係を築くための体験活動が示
されている。全学年で、「みんなでつくる『わたし
たちの未来』」としてＳＤＧｓに関する特設ページ
が設けられている。 

 

④ 発達段階に合わせて、全学年で情報モラルに関す
る教材が示されている。現代的課題に関わって、
教材が11のテーマに整理され、各学年に応じて示
されている。「深めよう」では、「つかもう」、「探
そう」等の学びを深めるためのステップが、学年
に応じて示されている。 

 
⑤ 伝統と文化の尊重、国や郷土を愛する態度に関わ

って、災害からの復興や文化遺産や世界遺産を通
して考える教材等、合計 11題示さている。国際理
解・国際親善に関わって、文化の違いや歴史的出
来事を通して考える教材等、合計 10題示されてい
る。 
 

⑤ 伝統と文化の尊重、国や郷土を愛する態度に関わ
って、自分が住む町の魅力や、祭りを通して考え
る教材等、合計10題示されている。国際理解・国
際親善に関わって、世界で活躍した偉人や外国の
伝統工芸品にまつわる話を通して考える教材等、
合計10題示されている。 

 

 全40教材示されている。目次には、各学年で特に
考えたいこと（命を輝かせる、いじめを生まない
心、世界中のいろいろな人とつながるために等）
が示されている。４つの内容項目がマークと色で
分けられ、教材のページに反映されている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 全35（１年は34）教材示されている。４つの内容
項目がマークと色で分けられ、教材のページに反
映されている。現代的課題に関わって整理された
11のテーマにマークが決められており、目次や教
材に付されている。 

 


